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け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ド
イ
ツ
の
哲
学
者
で
あ
る
マ
ル

テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
氏
は
次
の

よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　
「
原
子
力
の
平
和
利
用
が
人
間
の
全

て
の
目
標
設
定
と
使
命
を
規
定
す
る

よ
う
に
な
る
と
、
人
間
は
自
ら
本
質

を
失
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
述
べ
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
や
今
度
の
福
島
原
子
力

発
電
所
事
故
な
ど
、
原
子
力
が
人
類

や
自
然
な
ど
に
対
し
て
、
い
か
に
物

質
的
、
精
神
的
な
危
険
性
を
秘
め
て

い
る
か
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　

私
ど
も
地
方
は
、
原
子
力
発
電
所

の
所
在
地
か
ら
遠
隔
地
に
あ
た
る
と

は
い
え
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
享
受

し
て
い
る
以
上
、
こ
の
問
題
と
向
か

い
合
っ
た
中
で
、
今
後
の
地
方
自
治

体
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
く
必
要
を
感

じ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
思
い
を
念
頭
に
、
平

成
24
年
度
予
算
編
成
を
し
ま
し
た
の

で
、
説
明
を
い
た
し
ま
す
。

  

平
成
24
年
度
予
算

　

各
会
計
当
初
予
算
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

予
算
規
模
で
あ
り
ま
す
が
、
一
般

会
計
で
57
億
５
５
０
０
万
円
、
特
別

会
計
で
は
、
老
人
保
健
特
別
会
計
が

廃
止
予
定
の
た
め
、
６
特
別
会
計
で

約
23
億
６
７
０
０
万
円
、
全
７
会
計

約
81
億
２
２
０
０
万
円
の
予
算
で
す
。

　

こ
れ
を
、
平
成
23
年
度
骨
格
予
算

に
政
策
予
算
を
追
加
補
正
し
た
予
算

額
と
比
較
し
ま
す
と
、
一
般
会
計
に

つ
い
て
は
４
億
６
４
０
０
万
円
の
増

で
あ
り
、
そ
の
主
た
る
要
因
は
、
継

続
事
業
で
あ
る
瓜
幕
川
用
水
施
設
整

備
事
業
お
よ
び
東
瓜
幕
西
19
線
改
良

舗
装
事
業
の
増
を
は
じ
め
、
道
営
土

地
改
良
事
業
や
暗
渠き
ょ

排
水
事
業
と

い
っ
た
農
業
基
盤
整
備
の
増
、
そ
し

て
公
営
住
宅
建
設
費
の
増
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
老
人
保

健
会
計
の
廃
止
に
よ
り
１
０
０
万

円
の
減
、
国
保
会
計
で
療
養
給
付

費
、
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
拠

出
金
の
減
に
よ
り
６
１
０
０
万
円
の

減
、
病
院
会
計
で
増
改
築
事
業
費

の
減
に
よ
り
１
億
５
４
０
０
万
円
の

減
、
介
護
保
険
会
計
で
１
０
０
万
円

の
増
、
簡
易
水
道
会
計
で
高
台
地
区

井
戸
改
修
に
よ
り
１
０
０
万
円
の
増
、

下
水
道
会
計
で
は
然
別
湖
畔
地
区
に

係
る
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
計

画
策
定
に
よ
り
５
０
０
万
円
の
増
、

後
期
高
齢
者
会
計
で
広
域
連
合
納
付

金
の
増
に
よ
り
１
千
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
が
、
特
別
会
計
全
体
で
は

１
億
９
９
０
０
万
円
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

全
会
計
通
算
で
は
、
２
億
６
５
０
０ 

万
円
の
増
で
す
。

  

歳
入
歳
出
概
要

　

歳
入
歳
出
の
概
要
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

歳
入
の
う
ち
、
町
税
に
つ
い
て

は
、
対
前
年
当
初
比
４
・
３
％
増
の

７
億
５
１
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
地
方

財
政
計
画
を
勘
案
し
、
前
年
６
月
補

正
後
対
比
０
・
９
％
増
の
26
億
１
千
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

国
・
道
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
防

衛
省
所
管
の
障
害
防
止
対
策
事
業
お

よ
び
民
生
安
定
施
設
整
備
事
業
の
増

な
ど
に
よ
り
、
58
・
３
％
増
の
約

９
億
４
４
０
０
万
円
と
見
込
み
、
計

上
し
ま
し
た
。

　

基
金
か
ら
の
繰
入
金
に
つ
い
て

は
、
10
％
増
の
約
８
７
０
０
万
円
、
町

債
に
つ
い
て
は
、
９
・
８
％
増
の
約

４
億
１
１
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
収
入
に
つ
い
て
は
、
近

年
の
決
算
状
況
お
よ
び
地
方
財
政

計
画
な
ど
を
勘
案
し
、
２
％
増
の
約

９
億
５
２
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
す
が
、
経
常
経
費
に
つ
い

て
は
、
新
規
施
策
を
除
き
、
前
年
度

当
初
予
算
と
同
規
模
程
度
と
な
る
よ

う
努
め
ま
し
た
。

  

は
じ
め
に

　

平
成
24
年
第
１
回
議
会
定
例
会
が

開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
町
政
執
行

の
方
針
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

各
議
員
に
お
か
れ
ま
し
て
は
平
素

よ
り
鹿
追
町
民
の
幸
せ
と
鹿
追
町
の

勇
躍
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

特
に
、
昨
年
は
議
会
が
町
民
ニ
ー

ズ
を
真し
ん
し摯
に
受
け
と
め
、
町
づ
く
り

に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
平
成
22
年
３

月
に
制
定
さ
れ
た
鹿
追
町
議
会
基
本

条
例
を
議
会
改
革
の
基
調
と
し
、
広

報
・
広
聴
活
動
を
定
期
的
に
実
施
す

る
な
ど
、「
行
動
す
る
議
会
」
と
し
て
、

あ
る
べ
き
姿
を
内
外
に
お
示
し
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
す
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
が
多
く
の

尊
い
生
命
・
財
産
を
奪
っ
た
こ
と
に

加
え
、
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
は
、

日
本
列
島
全
体
を
政
治
・
経
済
と
も

に
混
迷
の
余
儀
な
き
途
へ
と
落
し
め

ま
し
た
。

　

特
に
、
原
子
力
発
電
事
故
の
余
波

は
途
方
も
な
い
年
月
と
巨
額
の
復
興

費
を
必
要
と
す
る
ば
か
り
か
、
こ
れ

ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
多
く
を
原

子
力
発
電
に
依
存
し
て
き
た
我
が
国

に
と
っ
て
の
影
響
は
甚
大
と
い
わ
な

平
成
24
年
度  
町
政
執
行
方
針　
　
　
　

 

鹿
追
町
長　

𠮷　

田　

弘　

志

未
来
へ  

夢
と
希
望
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

町
政
執
行
方
針
並
び
に
教
育
行
政
執
行
方
針
を
表
明

　

３
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
「
平
成
24
年

鹿
追
町
議
会
第
１
回
定
例
会
」
で
、
𠮷
田

弘
志
町
長
か
ら
「
町
政
執
行
方
針
」
が
、

ま
た
臼
井
あ
や
子
教
育
委
員
長
か
ら
「
教

育
行
政
執
行
方
針
」
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

鹿追町議会
第１回 定例会

町政執行方針
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め
ま
す
。

  

町
民
課
関
係

　

町
民
課
関
係
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

　

町
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度

も
町
民
皆
さ
ま
の
高
い
納
税
意
識
に

支
え
ら
れ
、
収
納
率
は
道
内
市
町
村

で
常
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
維
持
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
、

納
税
に
対
す
る
理
解
を
求
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全
関
係
に

つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の
方
の
ご
協

力
や
各
種
団
体
の
連
携
に
よ
り
、
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

特
に
、
防
災
関
係
で
は
、
３
・
11

を
教
訓
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対

し
て
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
施

設
の
機
能
調
査
や
防
災
備
品
な
ど
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

　

戸
籍
窓
口
関
係
に
つ
い
て
は
、
戸

籍
の
電
子
化
や
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
給

事
務
を
管
内
で
い
ち
早
く
実
施
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い

ま
す
が
、
よ
り
一
層
の
対
応
向
上
に

努
め
ま
す
。

  

瓜
幕
支
所

　

瓜
幕
支
所
関
係
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
完
成
し
た
瓜
幕
駅

舎
記
念
広
場
を
、
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
場
、
町
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、

ま
た
、
瓜
幕
を
訪
れ
る
観
光
客
を
迎

え
る
施
設
と
し
て
運
用
し
ま
す
。

　

ウ
リ
マ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
活
動
の
拠
点
施
設
と
な
っ

て
お
り
、
自
治
活
動
や
趣
味
の
サ
ー

ク
ル
活
動
、
さ
ら
に
は
公
民
館
分
館

活
動
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
年
間

を
通
じ
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
新

年
度
に
お
い
て
も
町
内
外
と
の
交
流

拠
点
と
し
て
情
報
発
信
な
ど
を
進
め

ま
す
。

　

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク
に
つ
い
て

は
、
乗
馬
と
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
で
き

る
体
験
施
設
と
し
て
定
評
が
あ
り
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
方
に
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
に
、

シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
18
ホ
ー
ル
を
整
備

し
充
実
し
ま
し
た
の
で
、
今
後
に
お

い
て
も
道
の
駅
う
り
ま
く
と
も
連
携

し
、
訪
れ
る
観
光
客
へ
の
情
報
発
信

と
地
場
産
品
の
販
売
を
通
し
、
地
域

の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　

う
り
ま
く
夢
創
造
館
で
は
、
木
工

体
験
の
場
と
し
て
保
育
所
の
幼
児
か

ら
女
性
を
含
め
、
各
世
代
に
利
用
さ

れ
て
お
り
、
今
後
も
各
種
木
工
教
室

や
小
中
学
生
の
夏
・
冬
休
み
の
自
由

研
究
作
品
教
室
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

  

農　

業

　

農
業
関
係
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
９
月
の
記
録
的
な
大
雨

に
よ
り
収
穫
作
業
に
も
大
き
な
影
響

が
出
ま
し
た
が
、
酪
農
に
お
い
て
は

２
年
連
続
で
生
乳
出
荷
10
万
ト
ン
を

達
成
す
る
な
ど
、
農
業
生
産
額
は
史

上
最
高
額
と
な
る
１
６
９
億
３
千
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
農
業
者
皆
さ
ま

や
関
係
機
関
の
ご
尽
力
に
、
改
め
て

敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て

お
り
、
想
定
外
と
な
ら
な
い
よ
う
万

全
の
対
応
を
講
じ
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
新
規
事
業
と
し
ま
し

て
、
防
疫
の
視
点
で
農
村
環
境
整
備

計
画
を
策
定
し
、
農
業
と
観
光
の
有

機
的
連
携
の
下
、
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

畜
産
関
係
に
つ
い
て
は
、
瓜
幕
地

区
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
調
査
・
設

計
予
算
を
計
上
し
、
具
体
的
な
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　

基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
営
お

よ
び
道
営
事
業
、
補
助
事
業
に
よ
り

昨
年
の
集
中
豪
雨
対
策
を
進
め
、
き

め
細
か
な
基
盤
整
備
を
行
う
な
ど
、

本
年
度
に
お
い
て
も
、
生
産
者
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
新
規
作
物
の
研

　

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
継
続

事
業
を
中
心
に
農
業
基
盤
整
備
事
業
、

道
路
事
業
、
公
営
住
宅
建
設
事
業
な

ど
の
公
共
事
業
を
予
算
措
置
し
、
景

気
対
策
に
配
慮
し
ま
し
た
。
ま
た
、

防
災
体
制
の
強
化
や
、
健
康
づ
く
り

事
業
な
ど
住
民
生
活
に
関
わ
り
の
深

い
事
業
に
も
配
慮
し
た
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

  

財
政
状
況

　

財
政
状
況
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
を
示
す
各
種
財

政
関
係
数
値
は
、
引
き
続
き
健
全
性

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
平
成
22

年
度
の
実
質
公
債
費
比
率
は
、
前
年

度
比
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
減
の
８
・
２
％

で
あ
り
、
将
来
負
担
比
率
は
24
・
８

ポ
イ
ン
ト
減
の
22
・
１
％
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
に
お
け
る
経
常

収
支
比
率
は
、
前
年
度
比
３
・
０
ポ
イ

ン
ト
減
の
70
・
７
％
で
、
引
き
続
き
全

道
で
も
上
位
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
財
政
状
況
は
地
方
交
付

税
に
よ
り
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
の

で
、
社
会
経
済
情
勢
を
注
視
し
な
が

ら
、
今
後
も
計
画
的
で
効
率
的
な
財

政
運
営
に
努
め
ま
す
。

  

ま
ち
づ
く
り
行
政

　

ま
ち
づ
く
り
関
係
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

地
方
の
行
財
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
長
引
く
デ
フ
レ
や
円
高
の
影
響

に
よ
る
深
刻
な
経
済
・
雇
用
情
勢
や
、

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
時
代
の
到

来
な
ど
と
相
ま
っ
て
、
一
層
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
主
権
改
革
の
推
進
は
、
地
域

の
こ
と
は
地
域
に
住
む
住
民
が
責
任

を
持
っ
て
決
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
改
革
で
あ
り
、
地
域
主
権
改

革
大
綱
に
基
づ
く
関
係
法
律
の
制
定

に
よ
り
、
市
町
村
へ
の
権
限
移
譲
な

ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
年
度
は
、
２
年

目
と
な
る
第
６
期
鹿
追
町
総
合
計
画

を
核
と
し
、
地
域
特
性
や
資
源
を
生

か
し
、
自
主
自
立
し
た
行
財
政
運
営

を
進
め
る
べ
く
、
議
会
や
町
民
皆
さ

ま
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
町
民

参
加
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
は
、
広
報
広
聴
の
充
実
が
不
可

欠
で
あ
り
ま
す
の
で
、
広
報
誌
、
地

域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
主
要
懸
案
事
項
説
明
会
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
、
双
方
向

型
の
広
報
広
聴
を
図
る
と
と
も
に
、

職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
職
員
研

修
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
政
策
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
経
験
を
活
か
し
、

積
極
的
な
情
報
発
信
を
行
い
、
い
ず

み
野
団
地
第
４
次
分
譲
地
の
販
売
促

進
お
よ
び
、
新
た
に
民
間
賃
貸
住
宅

家
賃
助
成
制
度
を
創
設
し
、
定
住
人

口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　

国
際
交
流
で
は
、
27
年
目
を
迎
え

る
ス
ト
ニ
ィ
プ
レ
イ
ン
町
と
の
人
的

交
流
を
継
続
的
に
実
施
し
、
両
町
の

絆
を
さ
ら
に
深
め
ま
す
。

　

ま
た
、
一
層
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る

時
代
に
あ
っ
て
、
国
際
感
覚
豊
か
な

職
員
育
成
に
向
け
、
海
外
長
期
研
修

に
派
遣
を
計
画
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

自
衛
隊
鹿
追
駐
屯
地
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
度
第
５
旅
団
管
内
の
改
編

に
伴
う
定
数
の
削
減
が
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
新
た
な
部
隊
の
配
置
や
然
別

演
習
場
の
有
効
活
用
に
よ
る
維
持
拡

充
を
図
る
べ
く
、
議
会
、
関
係
諸
団
体
、

町
民
皆
さ
ま
お
よ
び
警
備
地
区
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
一
層

の
運
動
を
進
め
ま
す
。

　

地
域
間
交
流
に
つ
い
て
は
、
長
崎

県
鹿
町
町
と
の
姉
妹
提
携
が
解
消
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
自
治
体
に
お

け
る
人
・
文
化
・
経
済
な
ど
他
地
域

と
の
交
流
は
必
要
と
の
視
点
か
ら
、

民
間
で
の
交
流
実
績
な
ど
を
踏
ま
え
、

地
域
間
交
流
推
進
協
議
会
の
も
と
、

時
間
を
か
け
な
が
ら
新
た
な
友
好
自

治
体
を
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
交
流
推
進
に
つ

い
て
も
、
国
が
国
策
と
し
て
農
村
に

１
２
０
万
人
の
子
ど
も
た
ち
を
派
遣

し
よ
う
と
す
る
「
子
ど
も
農
山
漁
村

交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を
視
野

に
、
関
係
諸
団
体
で
組
織
す
る
「
子

ど
も
宿
泊
体
験
交
流
協
議
会
」
を
設

置
し
、
町
外
か
ら
の
受
け
入
れ
体
制

の
整
備
を
図
る
ほ
か
、
都
市
へ
町
内

の
小
学
生
を
派
遣
す
べ
く
準
備
を
進
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診
を
積
極
的
に
実
施
し
な
が
ら
町
民

皆
さ
ま
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。
特
に
、
町
民
の
死
亡
原
因
の

ト
ッ
プ
で
あ
る
胃
が
ん
に
つ
い
て
は
、

罹り
か
ん患

要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る

ピ
ロ
リ
菌
に
つ
い
て
、
感
染
の
有
無

の
検
診
を
40
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

る
」
と
い
う
健
康
へ
の
意
識
付
け
や

生
活
改
善
の
支
援
に
努
め
、
生
活
習

慣
病
の
早
期
発
見
や
「
特
定
健
診
」

の
受
診
率
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

少
子
化
お
よ
び
子
育
て
支
援
対
策
に

つ
い
て
は
、
妊
婦
一
般
健
康
診
査
の
助

成
を
は
じ
め
、
出
産
後
は
保
健
師
、
管

理
栄
養
士
に
よ
る
訪
問
指
導
を
実
施

し
、
育
児
不
安
や
孤
立
感
の
解
消
に

努
め
る
と
と
も
に
子
宮
頸け
い

が
ん
ワ
ク
チ

ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び
小
児
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
全
額
助

成
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

食
育
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
関

係
機
関
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
平
成

24
年
中
に
策
定
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
継
続
的

な
健
康
管
理
事
業
の
推
進
に
よ
り
、

医
療
費
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

老
人
保
健
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

制
度
改
正
後
の
処
理
が
概
ね
終
了
し

た
こ
と
か
ら
廃
止
と
し
、
以
後
の
処

理
に
つ
い
て
は
一
般
会
計
の
中
で
対

応
し
ま
す
。

  

商
工
観
光

　

商
工
観
光
関
係
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

農
業
と
観
光
、
そ
し
て
商
業
が
連

携
し
た
展
開
を
進
め
、
鹿
追
町
な
ら

で
は
の
体
験
や
食
な
ど
か
ら
感
動
の

輪
を
広
げ
、
来
訪
者
増
と
鹿
追
フ
ァ

ン
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
積

極
的
に
図
る
た
め
、
鹿
追
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
の
開
催
な
ど
、
町
全
体
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
進
め
、
経
済
効

果
と
と
も
に
住
民
の
誇
り
に
つ
な
げ

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
連
携
と
担
い
手
応

援
を
強
化
し
、
消
費
活
動
を
促
す
な

ど
、
経
済
効
果
で
地
域
に
お
け
る
雇

用
の
安
定
と
拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

地
域
産
業
の
幅
と
厚
み
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
が
、
町
民
所
得
の
安
定

と
向
上
に
つ
な
が
り
、
地
域
の
幸
福

力
が
高
ま
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

商
工
会
、
観
光
協
会
な
ど
、
各
方
面

と
連
携
し
、
来
訪
者
増
を
図
る
と
と

も
に
、
町
内
消
費
者
の
地
域
へ
の
愛

着
を
高
め
ま
す
。

  

建
設
・
水
道

　

建
設
お
よ
び
水
道
関
係
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。　

　

土
木
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
９

月
に
56
災
害
以
来
の
大
雨
を
経
験
し
、

そ
の
中
か
ら
新
た
な
教
訓
を
得
ま
し

た
。
今
を
預
か
る
我
々
が
そ
の
こ
と

を
忘
れ
な
い
う
ち
に
原
因
箇
所
の
究

明
と
早
急
な
事
業
の
遂
行
を
図
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

道
路
事
業
に
つ
い
て
は
前
年
度
以

上
の
予
算
確
保
に
努
め
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
国
や
道
の
予
算
に
つ
い
て
は

非
常
に
厳
し
く
、
改
修
整
備
し
て
い

き
た
い
路
線
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
継
続
路
線
を
早
期
に
完
成
さ

せ
る
こ
と
に
全
力
を
注
い
で
い
き
ま

す
。
な
お
、
維
持
修
繕
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
以
上
に
万
全
を
期
し
て
対
応

し
ま
す
。

　

国
道
関
係
に
つ
い
て
は
、
２
７
４

号
の
鹿
追
市
街
の
北
側
部
分
は
本
年

度
で
完
成
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。
下
市
街
側
の
早
期
完
成
、
笹
川

か
ら
瓜
幕
間
の
未
整
備
部
分
の
早
期

着
手
に
つ
い
て
は
、
国
に
要
望
中
で

あ
り
、
必
要
性
を
さ
ら
に
訴
え
て
い

き
ま
す
。

　

道
の
河
川
事
業
に
つ
い
て
は
、
然

別
川
環
境
整
備
事
業
と
し
て
、
瓜
幕

橋
上
流
で
魚
道
工
事
が
６
基
継
続
し

て
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
河
川
内
の
自
然
木
は
昨
年
の

よ
う
な
大
雨
洪
水
時
に
は
大
き
な
障

害
と
な
り
災
害
を
引
き
起
こ
す
要
素

と
な
る
た
め
、
普
段
か
ら
の
維
持
管

理
を
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

住
宅
関
係
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

世
帯
支
援
策
と
し
て
緑
町
中
央
団
地

２
棟
４
戸
の
建
設
を
行
い
ま
す
。

　

公
園
関
係
に
つ
い
て
は
、
ふ
れ
あ

い
農
芸
公
園
で
水
遊
び
の
で
き
る
場

所
の
整
備
を
目
的
に
自
噴
井
戸
を
掘

究
や
農
業
の
６
次
産
業
化
を
さ
ら
に

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
足
腰
の
強
い

農
業
を
確
立
す
べ
く
万
全
を
期
し
て

ま
い
り
ま
す
。

  
農
業
委
員
会

　

農
業
委
員
会
の
所
掌
す
る
事
務
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
並
び
に
農
業
者
の
公
的
な
代

表
機
関
と
し
て
、
農
地
の
確
保
と
有

効
利
用
、
意
欲
あ
る
担
い
手
の
育
成
・

確
保
な
ど
、
農
業
経
営
の
支
援
に
向

け
て
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
、

農
地
行
政
を
推
進
し
ま
す
。

　

農
地
の
確
保
、
有
効
利
用
に
つ
い

て
は
、
農
地
を
担
い
手
に
利
用
集
積

し
、
農
地
の
効
率
的
な
利
用
を
図
る

た
め
、
農
地
法
や
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
・
土
地
改
良
法
な
ど
に
基

づ
く
農
地
の
権
利
移
動
、
利
用
調
整

を
進
め
ま
す
。

　

交
換
分
合
事
業
に
つ
い
て
は
、
美

蔓
地
区
の
継
続
を
は
じ
め
、
農
地
の

流
動
化
に
有
効
な
事
業
と
し
て
次
期

地
区
の
選
定
な
ど
、
計
画
的
に
推
進

し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
や
農
地
に
関
す
る
相

談
や
、
農
業
者
の
生
活
の
安
定
と
福

祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
農
業
者
年

金
の
加
入
を
促
進
し
ま
す
。

  

保
健
福
祉

　

保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
年
に
入
り
、
道
内
に
お
い
て
も
、

孤
立
死
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
問
題

が
後
を
絶
た
ず
、
現
在
行
政
の
対
応

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
あ
た

り
本
町
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
福

祉
に
携
わ
る
多
く
の
方
々
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
地
域
で
の
助
け
合
い
や

声
か
け
、
災
害
時
な
ど
の
支
援
体
制

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
に

つ
い
て
は
、
第
５
期
鹿
追
町
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
お
よ
び
介
護
保
険
事

業
計
画
の
実
施
期
間
、
３
年
間
の
初

年
度
と
な
り
ま
す
。
高
齢
化
が
進
み

独
居
老
人
、
高
齢
夫
婦
世
帯
が
増
え

る
中
、
現
状
を
的
確
に
捉
え
、
制
度

の
円
滑
か
つ
効
率
的
な
運
営
を
図
る

と
と
も
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
安
全
、
安
心
な
地
域
社
会
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障

が
い
者
の
就
労
や
社
会
参
加
の
場
な

ど
日
中
活
動
の
支
援
策
と
合
わ
せ
、

住
ま
い
と
し
て
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、

ケ
ア
ホ
ー
ム
の
設
置
な
ど
、
総
合
的

な
対
策
を
講
じ
る
た
め
、
検
討
組
織

を
本
年
度
立
ち
上
げ
、
障
が
い
者
や

そ
の
家
族
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
を
整
え
る
べ
く
調
査
、
研
究
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
期
お
よ
び
学
齢
期
の

障
が
い
を
持
つ
お
子
さ
ん
を
対
象
と
し

た
療
育
に
つ
い
て
は
、
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
障
害
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
く
「
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

の
実
施
と
と
も
に
日
中
一
時
支
援
事
業

の
実
施
に
向
け
て
、
引
き
続
き
関
係
機

関
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
幼
児
保
育
は
、

人
格
形
成
の
基
礎
と
な
る
最
も
重
要

な
時
期
で
あ
り
、
保
育
園
、
地
域
保

育
所
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中

心
と
し
て
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

幼
保
一
体
化
に
つ
い
て
は
、
国
が

平
成
27
年
度
を
め
ど
に
幼
稚
園
、
保

育
園
を
一
本
化
し
た
「
総
合
こ
ど
も

園
」
を
創
設
す
る
こ
と
を
柱
に
、
関

連
法
案
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
こ

の
内
容
を
注
視
し
な
が
ら
本
町
の
方

針
を
定
め
ま
す
。

　

保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、「
い
き

い
き
健
康
計
画
21 

in
し
か
お
い
」
の

最
終
評
価
が
完
了
し
、
こ
の
結
果
を

踏
ま
え
、
健
康
相
談
事
業
や
各
種
検
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社
会
教
育

　

社
会
教
育
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
日
の
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
・

高
度
情
報
社
会
の
進
行
は
、
価
値
観

や
行
動
様
式
を
変
化
さ
せ
、
学
習
ス

タ
イ
ル
も
複
数
か
ら
単
数
を
選
択
す

る
傾
向
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
学

習
へ
の
関
心
が
高
度
多
様
化
し
て
い

ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
学
習
は
、
地
域
力

の
根
幹
を
成
す
も
の
と
い
え
る
こ
と

か
ら
、
町
民
ホ
ー
ル
や
ピ
ュ
ア
モ
ル

ト
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、
図
書
館
、
神
田

日
勝
記
念
美
術
館
な
ど
を
核
と
し
て
、

生
涯
を
通
し
て
学
び
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
や
つ
な
が
り
を
通
じ
て
学
び
の
輪

が
広
が
る
よ
う
、
そ
し
て
、
学
び
の

成
果
が
地
域
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
る

よ
う
生
涯
学
習
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

は
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
や
健

康
温
水
プ
ー
ル
な
ど
を
核
と
し
て
各

種
大
会
や
教
室
な
ど
を
開
催
し
、
町

民
ひ
と
り
一い
ち

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
と
体

育
連
盟
並
び
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活

動
を
支
援
し
、
町
民
の
誰
も
が
そ
れ

ぞ
れ
の
体
力
や
年
齢
、
技
術
、
目
的

に
応
じ
て
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

い
つ
ま
で
も
」
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ

と
が
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

  

町
立
病
院

　

町
立
国
民
健
康
保
険
病
院
関
係
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
の
病
院
経
営
を
取
り
巻
く
環

境
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
な
医
療
従

事
者
不
足
な
ど
の
課
題
に
加
え
、
社

会
保
障
費
の
増
大
や
東
日
本
大
震
災

の
復
興
対
応
な
ど
に
よ
り
国
の
財
政

状
況
が
一
段
と
厳
し
く
な
る
と
見
込

ま
れ
る
中
で
、
本
年
度
に
予
定
さ
れ

て
い
る
診
療
報
酬
改
定
は
ほ
ぼ
横
ば

い
の
改
定
に
な
る
な
ど
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、

当
病
院
で
は
経
営
の
安
定
化
を
図
る

た
め
眼
科
・
小
児
科
・
精
神
科
・
脳

神
経
内
科
・
泌
尿
器
科
に
加
え
、
さ

ら
に
３
月
か
ら
は
以
前
よ
り
要
望
の

多
か
っ
た
呼
吸
器
科
を
開
設
し
、
町

民
の
期
待
に
応
え
ま
す
。
ま
た
、
透

析
患
者
と
関
連
の
深
い
循
環
器
内
科

に
つ
い
て
も
、
し
っ
か
り
医
療
連
携

を
図
り
、
訪
問
診
療
・
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
を
推
進
し
、
町
内
医
療
機
関
・
施

設
と
の
協
力
体
制
の
下
、
町
民
一
人

ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
効
果

的
な
医
療
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
住
民
か
ら
安
心
・
信
頼

さ
れ
る
病
院
づ
く
り
の
た
め
に
、
医

師
、
看
護
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療

従
事
者
の
充
足
・
充
実
を
図
り
、
院

長
を
先
頭
に
職
員
個
々
が
職
務
に
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

病
院
施
設
の
増
改
修
工
事
に
つ
い

て
は
最
終
年
を
迎
え
、
本
年
度
は
、

外
構
工
事
を
行
い
、
す
べ
て
の
工
事

が
完
了
と
な
り
ま
す
。

　

新
病
院
へ
の
移
行
後
は
、
災
害
に

強
い
施
設
整
備
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
機
能
の
充
実
、
救
急
機
能
の
継
続

な
ど
町
立
病
院
の
維
持
・
発
展
を
図

り
ま
す
。

  

結
び
に

　

以
上
、
平
成
24
年
度
町
政
執
行
方

針
に
つ
い
て
、
私
の
所
信
の
一
端
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

想
定
外
と
は
い
え
、
昨
年
の
災
害

は
、
自
然
の
力
に
対
し
て
人
間
の
力

が
い
か
に
無
力
に
等
し
い
か
を
思
い

し
ら
さ
れ
た
気
が
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
人
類
は
、
未
来

永え
い
ご
う劫

に
わ
た
っ
て
、
自
然
と
の
調
和

を
図
り
つ
つ
活
き
て
、
生
き
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
被
災
地
で
は
復
興
の
兆
し

が
不
透
明
な
状
況
下
に
あ
っ
て
多
く

の
人
々
が
苦
し
む
さ
ま
を
見
る
と
き
、

厳
し
い
政
治
経
済
に
あ
る
と
は
申
せ
、

多
く
の
課
題
に
対
し
、
私
た
ち
は
果

敢
に
立
ち
向
か
う
気
概
と
叡え
い
ち智

を
磨

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

６
０
０
０
町
民
が
夢
と
希
望
を

持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
「
活

き
て
（
経
済
の
発
展
）
生
き
る
（
福

祉
の
増
進
）
町
」
実
現
の
た
め
に
、

議
会
の
皆
さ
ま
を
始
め
、
町
民
一
人

ひ
と
り
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

削
し
、
加
え
て
森
林
浴
の
で
き
る
散

策
コ
ー
ス
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
地

域
の
公
園
関
係
に
つ
い
て
は
、
柏
木

公
園
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

　

花
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
活
き
活

き
し
た
街
並
み
・
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
取
り
組
み
易
い
「
樽
ガ
ー
デ
ン
」

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
若
い
世
代
、

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
ん
で
取
り
組
め

る
よ
う
な
「
花
」
の
あ
る
企
画
も
積

極
的
に
進
め
ま
す
。

　

水
道
関
係
に
つ
い
て
は
、
鹿
追
地

区
畑
か
ん
事
業
で
建
設
し
た
瓜
幕
川

用
水
施
設
の
機
能
強
化
お
よ
び
監
視

機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

然
別
湖
畔
地
区
簡
易
水
道
に
つ
い
て

は
、
平
成
23
年
度
老
朽
度
調
査
を
終

え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
の
事
業
実

施
に
向
け
た
計
画
立
案
を
行
い
ま
す
。

  

消　

防

　

消
防
関
係
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

消
防
活
動
は
、
歴
史
的
に
も
共
助

活
動
の
基
本
で
あ
り
、
い
つ
の
時
代

に
お
い
て
も
住
民
が
最
大
の
関
心
を

持
ち
、
究
極
的
な
利
害
を
有
す
る
地

域
活
動
の
基
本
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
有
り
よ
う
は
、
時

代
の
変
化
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を

と
っ
て
き
て
い
ま
す
。
現
在
の
地
域

社
会
は
、
少
子
高
齢
化
、
技
術
革
新

な
ど
社
会
経
済
情
勢
に
よ
り
大
き
く

変
貌
し
つ
つ
あ
り
、
時
代
の
変
化
に

即
応
し
た
自
己
刷
新
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
平

成
21
年
度
よ
り
十
勝
圏
複
合
事
務
組

合
に
消
防
広
域
推
進
室
が
設
け
ら
れ
、

消
防
広
域
化
に
向
け
た
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
28
年
６
月
１
日
よ

り
運
用
開
始
さ
れ
る
消
防
救
急
無
線

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
移
行
に
伴
う
調
査

を
本
年
度
よ
り
実
施
し
ま
す
。

　

消
防
行
政
の
最
大
の
責
務
は
、
町

民
の
生
命
･
財
産
を
守
る
こ
と
で
あ

り
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
迅
速
か
つ
的

確
に
対
応
で
き
る
体
制
を
確
立
す
る

た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

よ
り
効
率
的
、
効
果
的
な
消
防
行
政

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

  

学
校
教
育

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
、
中
学
校
で
新
し
い

学
習
指
導
要
領
に
即
し
た
教
育
課
程

が
全
面
実
施
と
な
り
、
そ
の
趣
旨
を

生
か
し
た
具
体
的
な
教
育
活
動
の
実

施
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
町
に

お
い
て
も
、「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く

む
こ
と
を
目
指
し
、
基
礎
的
・
基
本

的
な
知
識
や
技
能
の
習
得
を
図
り
、

そ
れ
ら
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
必
要
な
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
な
ど
の
能
力
育
成
と
と
も
に
、

主
体
的
に
取
り
組
む
態
度
を
養
う
た

め
本
町
な
ら
で
は
の
教
育
の
創
造
に

力
を
注
ぎ
ま
す
。

　

特
に
、
本
町
の
小
中
高
一
貫
教
育

は
、
文
部
科
学
省
の
研
究
開
発
学
校

の
指
定
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
３
期
９

年
間
に
わ
た
り
研
究
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
が
、
本
町
独
自
の
取
り
組
み

で
あ
る
英
語
教
育
の
「
カ
ナ
ダ
学
」

と
環
境
教
育
の
「
地
球
学
」
に
つ
い

て
は
、
よ
り
汎
用
性
の
高
い
教
科
と

し
て
確
立
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
改

善
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
鹿
追
高
校
カ
ナ
ダ
短
期
留

学
派
遣
事
業
や
鹿
追
小
学
校
・
鹿
追

中
学
校
に
お
い
て
の
少
人
数
指
導
事

業
や
給
食
費
の
町
費
補ほ
て
ん填

な
ど
主
要

事
業
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
食
育
を

取
り
入
れ
な
が
ら
地
場
産
品
を
活
用

し
た
献
立
の
工
夫
を
実
施
し
、
衛
生

面
に
配
慮
し
た
形
で
給
食
の
提
供
を

し
ま
す
。
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は
じ
め
に

　

平
成
24
年
第
１
回
鹿
追
町
議
会
定

例
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
教
育
委
員

会
所
管
行
政
の
執
行
に
関
す
る
方
針

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
未
曾
有
の

被
害
の
復
旧
・
復
興
に
国
民
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
現
状
と
、
混
沌
と
す
る
政
治
や

経
済
不
安
が
折
り
重
な
り
、
明
る
い

将
来
を
見
出
し
づ
ら
い
現
代
社
会
に

あ
っ
て
、「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む

地
域
の
教
育
力
が
よ
り
一
層
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
夢

と
希
望
を
与
え
、
誇
り
の
も
て
る
町

づ
く
り
を
進
め
、
本
町
な
ら
で
は
の

特
色
あ
る
教
育
を
一
層
充
実
・
発
展

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
子
ど

も
た
ち
一
人
一
人
の
歩
み
を
支
え
、

健
や
か
に
は
ぐ
く
ん
で
い
く
こ
と
は
、

社
会
全
体
の
役
割
で
す
。
教
育
委
員

会
と
し
て
も
、
町
民
皆
さ
ま
と
手
を

携
え
な
が
ら
、「
鹿
追
の
子
は
、
鹿
追

で
育
て
る
」
と
い
う
自
信
と
責
任
を

持
っ
て
、
本
町
の
教
育
行
政
に
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
る
決
意
で
す
。

　

ま
た
、
町
民
一
人
一
人
が
自
分
に

合
っ
た
学
習
機
会
を
選
択
し
、
豊
か

に
学
び
、
文
化
に
親
し
み
、
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
み
、
家
庭
、
学
校
、
地
域

が
し
っ
か
り
と
つ
な
が
り
合
っ
て
い

く
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
成
果
を
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
柔
軟
で
活
気
の
あ

る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
努
め
て

い
く
と
と
も
に
、
学
校
教
育
と
社
会

教
育
が
一
体
と
な
っ
た
学
社
融
合
の

施
策
を
進
め
ま
す
。

  

学
校
教
育

　

最
初
に
、
学
校
教
育
の
推
進
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
今
年
度
か
ら
、
中
学
校

に
お
い
て
、
全
て
の
教
科
等
で
新
し

い
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
教
育
が
始

ま
り
ま
す
。
新
学
習
指
導
要
領
の
趣

旨
を
生
か
し
、
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
「
生
き
る
力
」
を
は

ぐ
く
む
べ
く
、「
学
力
の
向
上
」「
豊

か
な
心
と
健
や
か
な
体
の
育
成
」「
信

頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
」「
鹿
追
ら
し

い
一
人
一
人
の
学
び
の
実
現
」
の
４

点
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、「
学
力
の
向
上
」
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
全
国
学

力
学
習
状
況
調
査
な
ど
の
結
果
か
ら
、

本
町
に
お
い
て
も
基
礎
的
・
基
本
的

な
内
容
の
確
実
な
定
着
や
知
識
・
技

能
を
活
用
し
考
え
た
り
、
表
現
し
た

り
す
る
力
、
学
習
習
慣
を
十
分
に
身

に
付
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
教
員
２

名
を
町
職
員
と
し
て
採
用
し
、
子
ど

も
一
人
一
人
の
実
態
に
応
じ
た
少
人

数
指
導
や
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
な
ど
個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
や

深
く
考
え
、
よ
り
よ
く
表
現
す
る
こ

と
の
で
き
る
学
習
指
導
の
工
夫
を
図

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
日
常
生
活
と
の
関
連
を

図
っ
た
学
ぶ
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と

の
で
き
る
学
習
活
動
の
工
夫
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
テ
ス
ト
な
ど
の
授
業
や
家
庭

に
お
け
る
効
果
的
な
活
用
を
図
り
、

学
ぶ
意
欲
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

二
点
目
は
、「
豊
か
な
心
と
健
や
か

平
成
24
年
度  

教
育
行
政
執
行
方
針　
　

 

教
育
委
員
長　

臼   

井   

あ 

や 

子

教育行政執行方針

な
体
の
育
成
」
で
す
。

  

文
部
科
学
省
が
、
本
年
２
月
に
公
表

し
た
平
成
22
年
度
の
「
児
童
生
徒
の

問
題
行
動
等
生
徒
指
導
上
の
諸
問
題

に
関
す
る
調
査
」
で
は
、
小
・
中
・
高
・

特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
、
い
じ
め

の
認
知
件
数
は
約
７
万
８
千
件
と
前

年
度
よ
り
５
千
件
増
加
し
て
い
る
状

況
で
す
。
本
町
に
お
い
て
も
、
他
者

を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
な
い
行
為

や
集
団
と
の
か
か
わ
り
が
も
て
な
い

様
子
が
見
受
け
ら
れ
る
な
ど
の
実
態

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、

継
続
的
な
子
ど
も
の
実
態
把
握
に
努

め
、
子
ど
も
の
心
の
サ
イ
ン
を
受
け

止
め
、
心
の
悩
み
や
不
安
を
理
解
し
、

一
人
一
人
に
寄
り
添
い
な
が
ら
よ
り

よ
い
方
向
を
目
指
し
自
発
的
に
行
動

で
き
る
よ
う
な
生
徒
指
導
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
教
育
相
談
体
制
を

確
立
し
、
組
織
的
・
継
続
的
な
指
導

や
家
庭
、
地
域
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
密
に
し
た
取
り
組
み
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
最
近
、
特
に
危
機
感
が

増
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
に

対
す
る
早
期
発
見
、
早
期
対
応
に
も

心
が
け
定
期
的
な
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー

ル
の
実
施
も
進
め
ま
す
。

　

次
に
、
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
上

で
大
切
な
実
践
と
な
る
「
道
徳
の
時

間
」
に
つ
い
て
は
、
道
徳
教
育
推
進

教
師
を
中
心
と
し
た
推
進
体
制
を
確

立
し
、「
道
徳
の
時
間
」
を
要
と
し
「
心

の
ノ
ー
ト
」
の
有
効
活
用
を
図
り
な

が
ら
、
子
ど
も
の
心
に
響
く
指
導
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
健
や
か
な
体
に
つ
い
て

は
、
近
年
、
社
会
環
境
や
生
活
様
式

な
ど
の
変
化
に
よ
り
子
ど
も
の
体
力
・

運
動
能
力
の
低
下
や
不
規
則
な
食
事

や
肥
満
の
増
加
な
ど
食
に
関
す
る
健

康
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
特
に
、
全
国
体
力
・
運
動
能

力
調
査
の
結
果
の
分
析
を
生
か
し
、

体
育
・
保
健
体
育
科
の
授
業
は
も
と

よ
り
特
別
活
動
な
ど
学
校
教
育
全
体

で
子
ど
も
が
体
を
動
か
す
機
会
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
が
楽
し

み
な
が
ら
運
動
し
体
力
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

三
点
目
は
「
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ

く
り
」
で
す
。

　

近
年
、
教
師
に
よ
る
不
祥
事
な
ど

が
マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る

な
ど
、
学
校
へ
の
信
頼
が
揺
ら
ぐ
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
は
、
直

接
教
育
に
携
わ
る
教
師
の
教
職
に
対

す
る
情
熱
や
責
任
あ
る
行
動
が
不
可

欠
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

学
校
は
教
育
活
動
の
成
果
を
計
画
的

に
公
表
し
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と

や
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
危
機
管
理
体
制
の

確
立
を
図
る
と
と
も
に
、
教
員
と
し

て
の
高
い
使
命
感
を
も
っ
て
日
々
の

教
育
実
践
を
推
進
し
ま
す
。

　

四
点
目
は
、「
鹿
追
ら
し
い
一
人
一

人
の
学
び
の
実
現
」
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
「
生
き
る
力
」
を

は
ぐ
く
む
た
め
に
は
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
の
三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
、
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で

育
て
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
、
地
域
の
実
態
に
応
じ
た
「
鹿

追
ら
し
い
一
人
一
人
の
学
び
の
実
現
」

を
図
る
こ
と
の
で
き
る
特
色
あ
る
教

育
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
９
年
間
に
わ

た
り
、
文
部
科
学
省
の
研
究
開
発
学

校
の
指
定
を
受
け
、
小
中
高
ま
で
の

12
年
間
の
一
貫
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

研
究
に
も
と
づ
き
、
ふ
る
さ
と
鹿
追

を
愛
し
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
21

世
紀
を
た
く
ま
し
く
生
き
る
こ
と
の

で
き
る
真
の
国
際
人
を
は
ぐ
く
む
べ

く
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
研
究

し
て
き
ま
し
た
英
語
教
育
「
カ
ナ
ダ

学
」
と
環
境
教
育
「
新
地
球
学
」
と

し
て
の
さ
ら
な
る
進
化
を
目
指
し
、

今
後
も
身
近
な
教
育
資
源
の
活
用
や

新
た
な
視
点
と
し
て
の
防
災
教
育
を

取
り
入
れ
た
学
習
の
充
実
、
地
域
ぐ

る
み
で
学
校
を
支
援
す
る
体
制
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
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は
、
今
年
度
も
特
別
支
援
教
育
支
援

員
を
３
名
採
用
し
、
町
内
の
特
別
支

援
学
級
の
在
籍
校
へ
配
置
す
る
こ
と

に
よ
り
、
子
ど
も
一
人
一
人
の
能
力

や
可
能
性
を
最
大
限
に
生
か
し
た
教

育
の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
実
現

さ
せ
る
た
め
に
は
、
各
学
校
に
お
い

て
「
学
校
改
善
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
、

そ
の
具
現
化
に
向
け
、
教
職
員
が
一

致
協
力
し
て
学
校
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

学
校
協
議
員
や
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
連
携
、
協
力
体
制
を

確
立
し
、
教
育
活
動
の
公
開
と
教
育

情
報
の
提
供
を
通
し
、
地
域
や
保
護

者
の
思
い
や
願
い
を
受
け
止
め
、
地

域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
食
の
安

全
・
安
心
に
十
分
に
努
め
て
い
く
と

と
も
に
、
地
産
地
消
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
給
食
費
に
つ
い

て
も
昨
年
同
様
一
部
を
町
が
負
担
し
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
鹿
追
高
校
1
年
生
を
対
象

に
し
た
カ
ナ
ダ
短
期
留
学
事
業
に
つ

い
て
は
、
実
践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
や
国
際
感
覚
を
身
に
付

け
た
生
徒
を
育
成
し
て
い
く
と
と
も

に
、
小
中
高
一
貫
し
た
「
カ
ナ
ダ
学
」

の
集
大
成
の
場
と
し
て
生
か
し
て
い

く
こ
と
で
、
鹿
追
高
等
学
校
の
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
へ
と
つ
な
げ
て
い

く
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
多
く

の
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
今
後
も

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

就
学
前
教
育
・
保
育
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
幼
稚
園
と
保
育
園
・
保
育
所

と
い
う
枠
組
み
を
超
え
、
子
ど
も
た

ち
の
成
長
に
と
っ
て
最
善
と
思
わ
れ

る
教
育
・
保
育
体
制
の
確
立
の
た
め
、

今
年
度
も
継
続
し
て
調
査
・
研
究
に

当
た
り
、
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
環

境
構
成
を
工
夫
し
、
小
学
校
教
育
と

の
円
滑
な
接
続
に
努
め
ま
す
。

　

自
然
体
験
留
学
事
業
に
つ
い
て

は
、
地
域
や
瓜
幕
小
学
校
、
瓜
幕
中

学
校
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
教
育
活

動
の
充
実
や
地
域
の
活
性
化
へ
と
寄

与
し
ま
す
。

  

社
会
教
育

　

次
に
社
会
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　

社
会
教
育
の
推
進
は
、
個
人
の
要

望
に
応
じ
た
学
習
支
援
だ
け
の
も
の

に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
の
要
請
に
も

と
づ
く
学
習
支
援
の
形
成
を
目
指
し
、

地
域
住
民
と
し
て
対
処
す
る
こ
と
が

必
要
な
課
題
の
学
習
と
、
課
題
解
決

の
た
め
の
活
動
を
地
域
住
民
の
参
画

を
促
し
な
が
ら
効
果
的
に
推
進
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
資
源
を
活
か
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
生
涯
に
わ
た
る

学
習
意
欲
を
高
め
、
豊
か
な
心
と
自

立
の
力
を
育
て
、
人
と
人
と
が
連
携

す
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
町
民
ホ
ー
ル
な
ど

の
活
動
の
核
と
な
る
施
設
の
活
用
と

町
民
の
主
体
性
が
発
揮
さ
れ
る
学
習

機
会
の
創
造
を
促
し
、
学
習
の
成
果

が
新
た
な
学
習
要
求
へ
の
連
鎖
を
生

み
出
す
よ
う
な
、
学
習
と
実
践
の
循

環
が
生
ま
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
か
ら
平
成
29

年
度
を
期
間
と
す
る
第
３
次
鹿
追
町

生
涯
学
習
計
画
の
策
定
と
、
町
部
局

と
の
連
携
に
よ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
登
録

認
定
に
向
け
た
取
り
組
み
に
着
手
し

ま
す
。

　

個
別
施
策
の
取
り
組
み
で
は
、
家

庭
教
育
に
つ
い
て
は
、
家
庭
は
全
て

の
教
育
の
出
発
点
で
あ
り
、
乳
幼
児

期
か
ら
の
親
子
の
愛
情
、
家
族
と
の

ふ
れ
あ
い
が
、
豊
か
な
情
操
、
他
人

に
対
す
る
思
い
や
り
や
善
悪
の
判
断

な
ど
の
社
会
的
な
マ
ナ
ー
を
身
に
つ

け
る
重
要
な
役
割
を
担
う
も
の
で
す
。

家
庭
・
学
校
・
地
域
な
ど
社
会
を
挙

教育行政執行方針

げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

幼
児
家
庭
教
育
通
信
「
す
く
す
く
」

の
発
行
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
の
連
携
を

図
り
、
家
庭
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

少
年
活
動
に
つ
い
て
は
、
少
年
期

は
心
身
と
も
に
調
和
の
と
れ
た
人
間

形
成
の
基
盤
を
築
く
大
切
な
時
期
で

あ
り
、
本
町
の
「
豊
か
な
自
然
」
の

体
験
学
習
な
ど
を
通
じ
て
「
協
力
す

る
こ
と
、
我
慢
す
る
こ
と
、
感
謝
す

る
こ
と
」
な
ど
の
大
切
さ
を
学
ぶ
事

業
を
地
域
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
な
ど
の
協
力
を
図
り
な
が
ら
進
め

ま
す
。

　

青
年
活
動
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

担
い
手
と
し
て
の
資
質
向
上
の
た
め
、

青
年
た
ち
が
独
自
に
企
画
し
進
め
る

社
会
貢
献
活
動
や
ピ
ュ
ア
モ
ル
ト
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
拠
点
に
開
催
さ
れ
る

交
流
・
学
習
な
ど
の
支
援
と
青
少
年

人
材
育
成
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

成
人
活
動
に
つ
い
て
は
、
既
存
の

町
民
ホ
ー
ル
を
中
心
と
し
て
開
催
す

る
教
室
に
加
え
、
地
域
資
源
の
再
発

見
な
ど
を
テ
ー
マ
と
す
る
生
涯
学
習

講
座
を
開
催
し
、
心
の
豊
か
さ
を
実

感
で
き
る
事
業
の
充
実
と
、
学
習
者

自
身
が
自
主
的
に
学
習
す
る
サ
ー
ク

ル
活
動
な
ど
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
活
動
は
女
性
の
持
つ

パ
ワ
ー
と
団
結
力
を
活
か
し
実
施
さ

れ
て
い
る
女
性
ま
つ
り
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
支
援
と
裾
野
の

広
が
り
を
進
め
ま
す
。

　

高
齢
者
活
動
に
つ
い
て
は
、
生
涯

健
康
で
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め

の
活
動
支
援
・
異
世
代
交
流
・
異
文

化
体
験
を
高
齢
者
学
級
「
白
寿
大
学
」

を
開
講
し
、
進
め
ま
す
。

　

芸
術
と
文
化
に
つ
い
て
は
、
自
主

的
な
文
化
・
芸
能
活
動
の
発
表
の
場

と
し
て
実
施
さ
れ
る
町
民
文
化
祭
で

は
レ
ベ
ル
の
向
上
と
出
展
作
品
数
が

増
加
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
広
く
芸
術
鑑
賞
な

ど
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　

神
田
日
勝
記
念
美
術
館
に
つ
い
て

は
、
全
国
か
ら
多
く
の
応
募
に
よ
り

実
施
さ
れ
る
馬
の
絵
作
品
展
や
展
覧

会
事
業
を
実
施
し
、
文
化
振
興
の
拠

点
施
設
と
し
て
町
民
の
利
用
を
促
す

と
と
も
に
、
観
光
資
源
と
し
て
の
美

術
館
を
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
読
書
が
読

解
力
の
向
上
に
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
、

幼
児
期
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
、

学
校
図
書
館
と
の
連
携
、
町
内
各
小

学
校
を
訪
問
し
行
う
お
話
し
キ
ャ
ラ

バ
ン
な
ど
を
実
施
し
、「
知
の
拠
点
」

と
し
て
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　

文
化
財
保
護
に
つ
い
て
は
、
町
指

定
文
化
財
の
白
蛇
姫
舞
保
存
会
が
40

周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
記
念
事
業

へ
活
動
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

生
活
様
式
の
変
化
や
歴
史
風
土
の
変

遷
を
知
る
機
会
と
し
て
郷
土
資
料
保

存
館
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
町

民
の
だ
れ
も
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力

や
年
齢
、
技
術
、
目
的
に
応
じ
て
、「
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
」

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
教
室
の
開
催
支
援
や
、
体

育
連
盟
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
の

活
動
支
援
に
努
め
ま
す
。

  

結
び
に

　

以
上
、
教
育
行
政
に
関
す
る
主
要

施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

町
民
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、

本
町
の
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
最
善
の
努
力
を
傾
注
し
た
く
、

町
理
事
者
、
町
議
会
、
町
民
各
位
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成
24
年
度
の

教
育
行
政
執
行
方
針
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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３
月
10
日
、｢

平
成
23
年
度
鹿
追
町
ス

ポ
ー
ツ
賞
等
並
び
に
青
少
年
文
化
賞
等
表

彰
式｣

（
町
教
育
委
員
会
主
催
）が
町
民
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
関
連
で
17
個

人
、
青
少
年
文
化
賞
関
連
（
後
期
分
）
で

８
個
人
・
３
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
臼
井
あ
や
子
教
育
委
員
長
が

「
受
賞
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
精
進
の
結
果
が
優
秀

な
成
績
と
功
績
と
な
り
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
活
動
の
向
上
、
発
展
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
」と
式
辞
。続
い
て
受
賞
者
に
、

臼
井
教
育
委
員
長
、
小
林
潤
教
育
長
か
ら

表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

𠮷
田
弘
志
町
長
、
埴
渕
賢
治
町
議
会
議

長
か
ら
祝
辞
が
贈
ら
れ
た
あ
と
、
ス
ポ
ー

ツ
奨
励
賞
の
山
本
栄
美
子
さ
ん
が
、
受
賞

者
を
代
表
し
て｢

こ
の
度
の
受
賞
は
、
各

学
校
の
先
生
方
の
ご
指
導
や
地
域
の
協
力

団
体
の
仲
間
、
家
族
の
応
援
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
進
展

の
た
め
に
微
力
で
す
が
努
力
し
続
け
て
い

き
ま
す｣

と
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

な
お
、受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

■ 

平
成
23
年
度
鹿
追
町
ス
ポ
ー
ツ

賞
等
受
賞
者

◇
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

山　

本　

栄
美
子

　

平
成
元
年
よ
り
鹿
追
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
協

会
の
会
員
と
な
り
、
各
種
ミ
ニ
バ
レ
ー
大

会
に
選
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
９
年
度
よ
り
会
計
、
事
務
局
次

長
を
15
年
間
務
め
る
な
ど
ミ
ニ
バ
レ
ー
の

普
及
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

清　

水　

愛　

理
（
鹿
追
高
校
３
年
）

　

第
64
回
全
道
高
校
体
育
大
会
十
勝
支
部

予
選
大
会　

女
子
走
高
跳　

２
位

石　

川　

沙　

紀
（
鹿
追
高
校
２
年
）

　

第
57
回
十
勝
高
等
学
校
新
人
剣
道
大
会

　

女
子
個
人　

準
優
勝

◇
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞

濱　

田　

果　

穂
（
鹿
追
小
５
年
）

　

第
29
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

　

５
年
女
子
８
０
０
ｍ　

２
位

◇
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

葛　

西　

尚　

哉
（
鹿
追
中
３
年
）

　

第
32
回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト　

男
子
５
０
０
ｍ　

５
位

森　

谷　

風　

花
（
鹿
追
中
１
年
）

　

第
４
回
北
海
道
空
手
道
選
手
権
大
会　

女
子
の
部　

優
勝

澤　

田　

虹　

大
（
瓜
幕
小
６
年
）

　

第
29
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

　

６
年
男
子
砲
丸
投　

２
位

山　

口　

麓　

郎
（
鹿
追
小
６
年
）

　

第
29
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

　

６
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投　

６
位

◇
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

棚　

瀬　

雄　

也
（
鹿
追
中
２
年
）

　

全
十
勝
中
学
校
柔
道
新
人
戦　

男
子
60

㎏
級　

準
優
勝

堀　

川　

尊　

広
（
瓜
幕
中
２
年
）

　

第
21
回
全
十
勝
中
学
校
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
新
人
戦
大
会　

男
子
１
０
０
０
ｍ

　

２
位

葛　

西　

京　

平
（
鹿
追
中
１
年
）

　

第
58
回
全
十
勝
中
学
校
体
育
大
会
冬
季

ス
ケ
ー
ト
大
会
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
大
会

　

男
子
低
学
年
１
５
０
０
ｍ　

１
位

清　

野　
　
　

綾
（
鹿
追
中
１
年
）

　

第
29
回
全
十
勝
中
学
校
新
人
陸
上
競
技

大
会　

中
学
女
子
２
０
０
ｍ　

２
位

緑　

川　

陽　

太
（
瓜
幕
中
１
年
）

　

第
29
回
全
十
勝
中
学
校
新
人
陸
上
競
技

大
会　

中
学
男
子
砲
丸
投　

２
位

埴　

渕　
　
　

徹
（
鹿
追
小
５
年
）

　

第
29
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

十
勝
予
選
会　

５
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

投　

２
位

林　
　
　

里
佳
子
（
鹿
追
小
４
年
）

　

第
23
回
全
十
勝
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
水
泳

交
歓
大
会　

４
年
女
子
50
ｍ
平
泳
ぎ　

１
位

◇
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
努
力
賞

石　

川　
　
　

諒
（
笹
川
小
２
年
）

　

第
14
回
十
勝
新
春
水
泳
競
技
大
会　

小

学
１
・
２
年
生
１
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー　

１
位

大　

西　
　
　

颯
（
鹿
追
小
２
年
）

　

第
29
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

　

十
勝
予
選
会
２
年
男
子
80
ｍ　

２
位

■ 

平
成
23
年
度（
後
期
分
）
鹿
追

町
青
少
年
文
化
賞
等
受
賞
者

◇
青
少
年
文
化
奨
励
賞

藤　

井　

吉　

平
（
笹
川
小
１
年
）

　

第
16
回
全
十
勝
小
中
学
生
新
聞
ス
ク

ラ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
１
年
生
の
部　

最
優

秀
賞

川　

津　

愛　

来
（
笹
川
小
２
年
）

　

第
16
回
全
十
勝
小
中
学
生
新
聞
ス
ク

ラ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
２
年
生
の
部　

最
優

秀
賞

稲　

葉　

啓　

悟
（
笹
川
小
５
年
）

　

第
７
回
昭
和
シ
ェ
ル
石
油
環
境
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
ジ
ュ
ニ
ア
部
門　

ジ
ュ
ニ
ア

奨
励
賞
、
第
16
回
全
十
勝
小
中
学
生
新
聞

ス
ク
ラ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
５
年
生
の
部　

最
優
秀
賞

宇　

井　
　
　

響
（
笹
川
小
５
年
）

　

第
７
回
昭
和
シ
ェ
ル
石
油
環
境
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
ジ
ュ
ニ
ア
部
門　

枝
廣
淳
子

審
査
員
賞

笹
川
小
学
校
１
年
生

　

第
16
回
全
十
勝
か
べ
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル

１
年
生
の
部　

最
優
秀
賞

笹
川
小
学
校
２
年
生

　

第
16
回
全
十
勝
か
べ
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル

２
年
生
の
部　

最
優
秀
賞

瓜
幕
小
学
校
５
年
生
・
６
年
生

　

第
16
回
全
十
勝
か
べ
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル

６
年
生
の
部　

最
優
秀
賞

松　

井　

大　

和
（
鹿
追
中
２
年
）

　

十
勝
子
ど
も
大
会
英
語
暗
唱
中
学
２
年

生
の
部　

最
優
秀
賞

高　

橋　

菜　

子
（
鹿
追
高
校
１
年
）

　

第
26
回
北
方
領
土
を
考
え
る
高
校
生
弁

論
大
会　

優
良
賞

◇
青
少
年
文
化
褒
賞

岩　

本　

凌　

馬
（
鹿
追
小
３
年
）

　

全
日
本
通
信
珠
算
競
技
道
東
大
会
４
年

生
以
下
の
部　

読
上
暗
算
競
技　

優
勝

戸　

草　

奈　

々
（
笹
川
小
４
年
）

　

第
16
回
全
十
勝
小
中
学
生
新
聞
ス
ク

ラ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
４
年
生
の
部　

最
優

秀
賞

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
継
続

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
継
続    

成
果
を
た
た
え
て

成
果
を
た
た
え
て

平
成
23
年
度
鹿
追
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
等
並
び
に
青
少
年
文
化
賞
等
表
彰
式

（
右
）
青
少
年
文
化
奨
励
賞
な

ど
を
表
彰

（
上
）
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
受
賞

の
山
本
栄
美
子
さ
ん
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鹿
追
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の

鹿
追
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の

入
賞
作
を
表
彰

入
賞
作
を
表
彰

商
工
観
光
課 

観
光
振
興
係

　
「
鹿
追
町
の
魅
力
発
見
！
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
式
が
２

月
25
日
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
町

民
ホ
ー
ル
の
ス
ト
ニ
ィ
プ
レ
イ
ン

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
７
月
か
ら
11
月
ま
で
の
期

間
で
募
集
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
に
は

１
６
０
０
点
の
作
品
が
応
募
。
大

賞
を
は
じ
め
19
賞
が
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
受
賞
者
の
う
ち
11
人

が
出
席
。
主
催
者
の
𠮷
田
弘
志
町

長
と
山
岸
宏
町
観
光
協
会
長
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
賞
を
受
賞
と
し
た
岩
崎
さ
ん

は
「
十
勝
は
写
真
を
撮
る
に
は
最

高
の
場
所
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ

ま
で
十
勝
で
写
真
を
発
表
す
る

場
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

鹿
追
町
が
素
晴
ら
し
い
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
く

れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
」
と
受
賞
者
を
代
表

し
て
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
表
彰
式
当
日
を

初
日
と
し
て
「
作
品
展
」

も
同
時
に
開
催
さ
れ
、
魅

力
あ
る
約
４
０
０
点
の
作

品
が
多
く
の
来
場
者
を
魅

了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
作
品
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
入
賞
作
品
（
敬
称
略
）

○
大
賞　

岩
崎
量
示
「
天
の
川
・

リ
バ
ー
サ
イ
ド
野
営
場
」

○
金
賞　

田
澤
康
史
「
冬
到
来
」

○
銀
賞　

梅
村
明
「
雲
海
晩
秋
」

○
町
長
賞　

須
田
治
「
ラ
イ
デ
ィ

ン
グ
パ
ー
ク
に
て
」

○
観
光
協
会
長
賞　

助
川
か
お
る

「
白
蛇
乱
舞
」

○
ホ
テ
ル
福
原
賞　

稲
村
雅
子

「
朝
靄
幻
想
」、
水
上
光
広
「
虹
と

然
別
湖
」

○
ホ
テ
ル
風
水
賞　

有
澤
宗
毅

「
御
神
渡
り
」、
池
原
良
徳
「
写
し

ま
す
よ
〜
！
」

○
町
民
賞　

佐
藤
豊
「
山
荘
」、

山
崎
聖
子
「
駆
け
抜
け
る
!!
」、

岩
崎
仁
美
「
ひ
ざ
ま
く
ら
」、
中

村
一
男
「
疾
走
」、
北
畑
徹
大
「
挙

式
を
終
え
て
」、
三
反
崎
順
也
「
子

ど
も
ず
も
う
」、
川
上
康
徳
「
湖

面
の
響
き
」、
村
田
浩
一
「
初
冬

の
畑
」、
小
池
隆
「
駒
止
湖
畔
に

棲
む
」、
荻
原
黄
翠
「
く
ち
び
る

山
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
星
々
が
や

さ
し
く
イ
グ
ル
ー
を
見
守
っ
て
る

一
陣
の
流
れ
星
」

担
当
課
・
係
か
ら

ひ
と
こ
と

お
知
ら
せ

　

 

掲
示
板

 

定
住
促
進
住
宅
建
設
奨
励
制
度

■
対
象
者

　

鹿
追
町
に
住
所
を
有
す
る
方
ま

た
は
、
町
外
か
ら
の
定
住
希
望
者

で
町
内
に
居
住
す
る
た
め
の
住
宅

を
新
た
に
新
築
す
る
方
、
お
よ
び

介
護
保
険
法
も
し
く
は
障
害
者
自

立
支
援
法
に
規
定
す
る
住
宅
改
修

を
行
う
方
。

■
助
成
内
容

○ 

住
宅
の
建
設
に
係
る
主
た
る
施

工
者
が
町
内
業
者
等
の
場
合

　

建
設
面
積
１
㎡
当
た
り
１
万
円

を
商
品
券
で
助
成
し
、
１
０
０
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、

産
業
後
継
者
ま
た
は
産
業
実
習
生

用
住
宅
の
場
合
は
、
１
住
宅
に
つ

き
１
０
０
万
円
と
し
ま
す
。

○ 

住
宅
の
建
設
に
係
る
主
た
る
施

工
者
が
町
外
業
者
等
の
場
合

　

建
設
面
積
１
㎡
当
た
り
１
万
円

を
商
品
券
で
助
成
し
、
50
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
産

業
後
継
者
ま
た
は
産
業
実
習
生
用

住
宅
の
場
合
は
、
１
住
宅
に
つ
き

50
万
円
と
し
ま
す
。

○
住
宅
改
修
の
場
合

　

住
宅
改
修
に
要
し
た
費
用
の
額

の
９
割
に
相
当
す
る
額
か
ら
介
護

保
険
法
お
よ
び
障
害
者
自
立
支
援

法
に
よ
り
支
給
さ
れ
た
住
宅
改
修

費
の
支
給
相
当
額
を
差
引
い
た
額

と
し
、
32
万
円
を
限
度
に
商
品
券

で
助
成
し
ま
す
。

■
助
成
対
象

○
新
築
の
場
合

　

延
床
面
積
50
㎡
以
上
、
建
築
費

用
５
０
０
万
円
以
上
の
新
築
住
宅
。

※ 

改
築
（
建
て
替
え
）
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

※ 

産
業
後
継
者
・
産
業
実
習
生
用
に

建
設
す
る
場
合
は
、
延
床
面
積
30

㎡
以
上
、
建
築
費
用
３
０
０
万
円

以
上
の
新
築
が
対
象
。

○
増
築
の
場
合

　

増
築
延
床
面
積
10
㎡
以
上
、
増

築
費
用
１
０
０
万
円
以
上
で
既
存

住
宅
の
延
床
面
積
を
増
加
さ
せ
る

場
合
。

※ 

増
築
の
対
象
は
、
高
齢
者
（
65
歳

以
上
）、
障
害
者
（
１
〜
３
級
）、
産

業
後
継
者
、
産
業
実
習
生
の
居
住

の
用
に
供
す
る
場
合
の
み
で
す
。

○
住
宅
改
修
の
場
合

　

介
護
保
険
法
ま
た
は
障
害
者
自

立
支
援
法
に
規
定
さ
れ
る
住
宅
改

修
で
、
改
修
費
用
が
同
法
に
基
づ

き
支
給
さ
れ
る
住
宅
改
修
費
の
支

給
限
度
額
（
18
万
円
）
を
超
え
る

場
合
。

■ 

有
効
期
限
（
１
年
間
延
長
）

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

 

賃
貸
住
宅
建
設
促
進
制
度

■
対
象
者

　

鹿
追
町
内
に
賃
貸
住
宅
（
一
団

の
土
地
に
建
設
さ
れ
る
４
戸
以
上

の
住
宅
で
賃
借
人
が
賃
貸
人
と
の

契
約
に
基
づ
い
て
入
居
す
る
住

宅
）
を
建
設
す
る
方
。

■
助
成
内
容

　

建
設
面
積
１
㎡
当
た
り
１
万
円

を
商
品
券
で
助
成
し
、
３
０
０
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

■
助
成
対
象

　

賃
貸
住
宅
の
各
戸
が
一
つ
の
世

帯
と
し
て
独
立
し
て
家
庭
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
、
各
戸
の
延
床

面
積
が
30
㎡
以
上
の
組
立
式
仮
設

住
宅
以
外
の
賃
貸
住
宅
で
新
築
に

限
る
。

■ 

有
効
期
限
（
１
年
間
延
長
）

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

 

指
定
・
交
付
な
ど
の
申
請

　

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
所

定
の
申
請
書
を
事
前
に
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
窓

口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

申
請
は
、
審
査
を
経
て
指
定
・

交
付
の
可
否
決
定
を
行
い
ま
す
。

 

担
当
・
問
い
合
わ
せ
先

  

企
画
財
政
課 

企
画
開
発
係

　

  

☎   

０
１
５
６（
66
）４
０
３
２

　

  

℻  

０
１
５
６（
66
）１
０
２
０

　

   

Ｅ
メ
ー
ル　

kikaku@
tow
n.  

shikaoi.lg.jp

『
定
住
促
進
住
宅
建
設
奨
励
制
度
』
お
よ
び

『
定
住
促
進
住
宅
建
設
奨
励
制
度
』
お
よ
び

『
賃
貸
住
宅
建
設
促
進
制
度
』
の

『
賃
貸
住
宅
建
設
促
進
制
度
』
の

　
　
　
　
　
　
　

有
効
期
限
延
長

　
　
　
　
　
　
　

有
効
期
限
延
長  

の
お
知
ら
せ

の
お
知
ら
せ

　

鹿
追
町
で
は
現
在
、
町
の
活
性
化
を
目
指
し
、
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
と
定
住
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
24
年
３
月
31
日
を
期

限
と
し
て
、「
個
人
住
宅
」
と
「
賃
貸
住
宅
」
を
建
設
す
る
方
、
お
よ
び
介
護
保
険

法
も
し
く
は
障
害
者
自
立
支
援
法
に
規
定
さ
れ
る「
住
宅
改
修
」を
行
う
方
に
対
し
、

町
内
で
使
用
で
き
る
商
品
券
を
交
付
す
る
助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
鹿
追
に
住
み
た
い
と
思
う
方
を
応
援
す
る
た
め
、
制
度
の
期
限
を
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で
１
年
間
延
長
い
た
し
ま
す
。

 カナダ・ストニィプレイン情報

ストニィプレイン町友好訪問団  来町予定
時期：５月下旬　滞在期間：１週間程度

　ストニィプレイン町からの友好訪問団が、５月下旬に来町する
予定です。
　詳しい日程や訪問団員のお名前などは情報が入り次第お知らせ
しますので、もう少しお待ちください。
　後日、ホスト家庭を募集しますので、町民皆さまのご協力をお
願いします。

□■ 平成24年度の国際交流の主な予定 ■□
　　　　　○ストニィプレイン町友好訪問団受入予定（５月下旬、１週間程度）
　　　　　○短期留学生・訪問団員受入予定（７月上旬、２週間程度）
　　　　　　※5月来町予定の友好訪問団とは別途、来町前にホスト家庭を募集します。
　　　　　○第17次鹿追高校生カナダ短期留学派遣（10月ごろ）

鹿追町国際交流協議会　　事務局：企画財政課企画開発係　☎66-4032

友好訪問団来町(H22年５月)
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1819 town’s topics   

町の話題      town’s  topics 

　２月28日、宇宙飛行士の山崎直子氏を招いた「鹿
追町省エネ実践事業記念講演会」（町主催）が町
民ホールで開催されました。
　「宇宙、人、夢をつなぐ」と題した講演には約
400人が来場。2010年にスペースシャトル「ディ
スカバリー号」に搭乗するまでの10年以上に及
ぶ訓練や、宇宙空間では空気や水などを再処理し
ながら利用していたことを紹介しました。美しく
貴重な地球環境の大切さを訴え、省資源・省エネ
ルギー生活の実践を促しました。

地球の限りある資源を大切に
宇宙飛行士の山崎直子氏が講演top

ics

town’s topics   

３  

月

２  

月

18/土

19/日

21/火
23/木
24/金
25/土

26/日

28/火

29/水

１/木
２/金

４/日
５/月
６/火
８/木

９/金

10/土

14/水

15/木

□アート・キッズ・クラブ □人形劇団
パセリ座公演 □鹿追小学校スクールバ
ンド定期演奏会
□第38回鹿追町スキー大会 □第12回
中鹿追作品展示会
□鹿追交通少年団入退団式
□新年度予算報道発表
□第８回農業委員会総会
□鹿追町の魅力発見フォトコンテスト
作品展示 ～ 3/7 □鹿追町の魅力発見
フォトコンテスト表彰式 □地域医療公
開シンポジウム
□公民館瓜幕分館祭並びに第26回瓜幕
地域芸能発表会
□鹿追町省エネ実践事業山崎直子氏記
念講演会
□主要懸案事項地区説明会（北・南瓜幕） 
□議会全員協議会

□鹿追高等学校卒業証書授与式
□第22回鹿追町老人クラブ連合会屋内
ゲートボール大会
□手作り絵本教室
□北海道コカコーラとの防災協定調印式
□平成24年第１回鹿追町議会定例会
□陸上自衛隊鹿追駐屯地司令防衛講話
□鹿追町自衛隊協力会女性部設立総会
□平成24年度鹿追町各会計予算審査特
別委員会
□平成23年度鹿追町スポーツ賞並びに
青少年文化賞等（後期）表彰式
□平成24年第１回鹿追町議会定例会
□議会全員協議会
□瓜幕中学校卒業証書授与式 □鹿追中
学校卒業証書授与式

　３月８日、鹿追町自衛隊協力会「女性部」の設
立を記念した「防衛講話」（町、町自衛隊協力会
主催）が町民ホールで開催されました。
　陸上自衛隊鹿追駐屯地司令の原口義寛氏が「災
害派遣」と題して講演。災害派遣の法的裏付けや
隊の体制について説明し、また自身の内閣府出向
時には、いつでも20分以内で官邸に到着できる
体制を整えていたことなどが話されました。講話
の後には「自衛隊協力会女性部設立総会」が開か
れ、初代部長に鈴木朝子さんが選出されました。

町自衛隊協力会に「女性部」誕生
原口義寛駐屯地司令が記念講演top

ics

　３月５日、鹿追町と北海道コカコーラによる「災
害対応型自動販売機による協働事業に関する協
定」の手交式が、役場で行われました。
　この協定は、災害対応型自動販売機を役場庁舎
ロビーとＡコープ鹿追店に計２台設置し、平常時
には防災情報や地域情報を配信、緊急時には災害
情報の配信や、遠隔操作により機内の飲料水の無
料提供を行うものです。式には北海道コカコーラ
の白取収帯広事業所長が役場を訪れ、𠮷田弘志町
長と共に協定書に署名し、協定が締結されました。

災害対応型自動販売機による協働事業
町と北海道コカコーラ間で協定top

ics

　「鹿追町の魅力発見！フォトコンテスト作品展」
（町、町観光協会主催）が、２月25日から３月７
日まで町民ホールで開かれました。
　鹿追の魅力の再発見を目的に、風景や人・行事
などを撮影した写真を昨年７月から11月まで募
集。道内外395人から計1585点の応募がありま
した。会場には応募者１人１点ずつ計395点が展
示され、然別湖北岸の野営場で満天の星空を撮影
した大賞作品「天の川・リバーサイド」（岩崎量
示さん）などに、多くの人が見入っていました。

写真を通して まちの魅力再発見
鹿追町フォトコンテスト作品展 top

ics
　２月21日、鹿追交通少年団（坂根翔太郎団長、
団員14人）の「退団・入団式」が町民ホールミー
ティング室で行われました。
　同少年団は、鹿追小学校３年生以上から選出さ
れ、交通安全を広く呼び掛ける活動をしています。
今回５人が退団し、新たに４人が入団。成田史郎
同少年団育成協議会長のあいさつのあと、新入団
員に団員証が手渡され、安部克裕副町長からもね
ぎらいの言葉が送られました。交通安全の誓いを
斉唱し、事故防止への思いを新たにしました。

事故防止への思い新たに
鹿追交通少年団退団式・入団式top

ics

　２月29日、「第７回こぐまクラブ集合訓練およ
び修了式」（鹿追幼稚園こぐまクラブ主催）が鹿
追幼稚園で実施されました。
　同クラブは、子どもたちが交通事故や犯罪に遇
わないよう、園児と保護者がともに学習していく
場。今回の集合訓練では、第１回目から６回目ま
での訓練内容をクイズ形式で復習しました。修了
式では、﨑野靖子園長から修了証書が手渡され、
１年間の訓練の様子をまとめたスライドを観賞
し、今年度の活動を終えました。

一年間の学びを再確認
こぐまクラブ集合訓練・修了式top

ics
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2021

鈴  木　朝  子 さん  （東町２）
鹿追町自衛隊協力会女性部 部長

隊員の皆さんとの信頼を築き、女性ら
しい“後方支援”をしていけたら。

－ 72－

　

鹿
追
町
自
衛
隊
協
力
会
（
田
中
稔
会
長
）

の
「
女
性
部
」
が
３
月
８
日
に
設
立
さ
れ
た
。

　

町
民
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
設
立
総
会
で

は
田
中
会
長
も
「
留
守
隊
員
の
家
族
へ
の

支
援
に
は
女
性
の
視
線
が
必
要
」
と
期
待

を
寄
せ
た
。

　

初
代
女
性
部
長
に
選
出
さ
れ
た
鈴
木
朝

子
さ
ん
は
、
夫
が
元
自
衛
隊
員
。
設
立
ま

で
の
歩
み
を
感
慨
深
げ
に
語
る
。

　
「
女
性
部
設
立
の
思
い
を
強
く
し
た
の
は

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
す
。
旦
那
さ
ま

が
災
害
派
遣
に
行
か
れ
た
方
と
話
を
す
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
家
に
は
子
ど
も
と

母
親
の
み
、
周
り
に
は
頼
れ
る
身
寄
り
も

な
い
こ
と
へ
の
不
安
を
お
聞
き
し
、
何
と

か
地
域
で
支
援
で
き
な
い
か
と
考
え
た
の

で
す
」

　

町
商
工
会
女
性
部
長
で
あ
り
自
衛
隊
協

力
会
副
会
長
で
も
あ
る
鈴
木
さ
ん
は
、
町

内
に
声
掛
け
を
し
、
昨
年
10
月
に
同
協
力

会
と
町
商
工
会
女
性
部
、
Ｊ
Ａ
鹿
追
町
女

性
部
、
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
と
と
も

に
設
立
準
備
会
を
立
ち
上
げ
、
準
備
を
進

め
て
き
た
。

　
「
最
初
は
、
会
員
を
募
集
し
て
も
尻
込
み

さ
れ
る
方
が
多
く
、
な
か
な
か
会
員
は
増

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
活
動
の
趣

旨
を
丁
寧
に
お
話
し
す
る
と
、
だ
ん
だ
ん

と
理
解
者
が
増
え
だ
し
た
の
で
す
」

　

訓
練
や
災
害
派
遣
な
ど
で
自
宅
を
離
れ

る
こ
と
の
多
い
隊
員
家
族
の
状
況
を
、
自

身
の
子
育
て
経
験
な
ど
か
ら
我
が
事
の
よ

う
に
感
じ
る
人
が
多
く
い
た
。

　

会
員
数
も
女
性
部
設
立
時
は
１
６
６
人
。

現
在
は
１
７
０
人
を
超
え
て
い
る
。

　
「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま
で
す
。
必

要
と
さ
れ
た
と
き
に
お
役
に
立
て
る
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
の
交
流
が
不
可
欠
。
女
性
部

と
し
て
の
第
一
の
目
標
は
『
信
頼
』
を
築

く
こ
と
で
す
。
信
頼
が
基
盤
で
す
か
ら
」

　

協
力
会
女
性
部
の
設
立
は
道
内
で
も
少

な
く
、鹿
追
駐
屯
地
警
備
地
区
５
町
（
鹿
追
、

新
得
、
清
水
、
士
幌
、
上
士
幌
）
で
も
初

め
て
の
こ
と
。
今
後
は
自
衛
隊
行
事
へ
の

参
加
･
協
力
の
他
、
駐
屯
地
が
あ
り
女
性

部
活
動
が
盛
ん
な
千
歳
市
や
美
幌
町
な
ど

へ
の
視
察
も
考
え
て
い
る
。

　
「
町
内
に
心
の
絆
が
広
が
れ
ば
、
そ
れ
は

自
衛
隊
の
た
め
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
町

全
体
の
発
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
ん
な

思
い
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
」

　

自
衛
隊
協
力
会
女
性
部
で
は
現
在
、
共

に
活
動
で
き
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
る
。
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気
を
つ
け
て
！

気
を
つ
け
て
！  
悪
質
商
法

悪
質
商
法

　
　
　
　
　
　
　

４
月
の 

消
費
生
活
相
談
員 

相
談
日 

４
月
の
「
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
来
町
相
談
日
」
は
次
の
と
お
り
で
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

 

●
相
談
日　

４
月
17
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

 

●
会　

場　

ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー

 

●
相
談
員　

上
村 

正
子
（
か
み
む
ら 

ま
さ
こ
）
帯
広
市
在
住

  

ど
ん
な
相
談
が
で
き
る
の
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
こ
れ
ら
は
ほ
ん
の
一
例
で
す
》

◆ 

高
額
な
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
。
解
約
し
た
い
。

◆ 

身
の
覚
え
の
な
い
請
求
が
き
た
け
ど
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

◆  

セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
し
つ
こ
く
て
契
約
し
た
け
ど
、解
約
し
た
い
。

◎ 

消
費
生
活
相
談
日
以
外
で
も
相
談
は
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
道
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
５
０
‐
７
５
０
５
‐
０
９
９
９

　
　
　
　
　
　
　
（
月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
）

・
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
８
３
７
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
曜
日　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

・
北
海
道
財
務
局
多
重
債
務
者
相
談
窓
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

☎
０
１
１
‐
８
０
７
‐
５
１
４
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

☎
０
１
１
‐
８
０
７
‐
５
１
４
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

・
役
場
商
工
観
光
課　
　
　
　

☎
０
１
５
６
‐
６
６
‐
４
０
３
４

　
　
　
　
　
（
月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
ご
う

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
ご
う

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
戸
外
で
活
動
す
る

機
会
が
増
え
、
歩
行
者
や
自
転
車
の
利
用
者

が
交
通
事
故
に
遭
う
危
険
性
が
高
ま
る
時
期

で
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
子
ど
も
や
高

齢
者
を
見
か
け
た
ら
、
一
時
停
止
や
徐
行
な

ど
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
歩

行
者
や
自
転
車
の
利
用
者
も
、
積
極
的
に
交

通
安
全
教
室
な
ど
に
参
加
し
て
交
通
安
全
の

ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、
交
通

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

【
運
転
者
の
皆
さ
ん
へ
】

　

 

・ 「
疲
れ
」
を
感
じ
た
時
は
、
運
転
を
中
止
し

て
休
憩
し
、
居
眠
り
運
転
や
う
っ
か
り
ぼ

ん
や
り
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
。

　

・ 

デ
イ
・
ラ
イ
ト
（
昼
間
点
灯
）
運
転
は
、

自
ら
の
車
の
存
在
を
歩
行
者
や
自
転
車
に

目
立
た
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
の

防
止
を
図
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
自

ら
が
率
先
し
て
デ
イ
・
ラ
イ
ト
運
転
を
実

践
し
ま
し
ょ
う
。

　

・ 

飲
酒
運
転
は
重
大
な
交
通
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。
飲
酒
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は

車
で
出
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
よ
う
。
ま

た
、
周
り
の
皆
さ
ん
も

運
転
者
が
飲
酒
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

【
歩
行
者
、自
転
車
を
利
用
す
る
の
皆
さ
ん
へ
】

　

・ 

自
転
車
を
利
用
す
る
際
は
、
歩
行
者
優
先
、

飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進
の
禁
止
、

夜
間
の
ラ
イ
ト
点
灯
、
信
号
順
守
、
交
差

点
で
の
一
時
停
止
・
安
全
確
認
な
ど
の
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

・ 

道
路
を
横
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
お
年
寄

り
や
子
ど
も
を
見
か
け
た
と
き
は
、
積
極

的
に
声
を
か
け
、
安
全
に
誘
導
し
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

　

・ 

道
路
付
近
で
遊
ぶ
子
ど
も
を
見
か
け
た
と

き
は
、
安
全
な
場
所
で
遊
ぶ
よ
う
に
声
を

か
け
、
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。
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はじめますはじめます
３・４カ月児相談３・４カ月児相談

健康へのメッセージ

☆お知らせ☆   母子手帳発行の際には 事前に電話予約をお願いします
　トリムセンターでは随時母子手帳の発行を行っていますが、保健師が不在になったり、
健診などですぐに対応できず、お待ちいただく場合があります。
　事前に、トリムセンター（☎66-1311）までお電話ください。

 巡回健康バス一般開放日は ４月26日（木）です

　巡回健康バス一般開放日は４月26日（木）午前10時から午後４時までです。
脳のトレーニングや体脂肪を測る機器などがありますので、ご利用希望の方は
トリムセンター事務所に声を掛けてください。

ポリオ生ワクチン予防接種のお知らせポリオ生ワクチン予防接種のお知らせ

平成24年度から、お子さんの成長発達のお手伝いや、お母さん同士が交流できる場所として、３・
４カ月児相談を始めます。

実 施 月：４月、６月、８月、10月、12月、２月　月末の火曜日　　　
　　　　　（隔月で実施します）
受付時間：午前９時30分 ～ ９時45分
相談時間：午前９時45分 ～ 12時まで
対 象 者：満３・４カ月児
　　　　　（対象月のお子さんがいるご家庭にはご案内を送付いたします）
場　　所：トリムセンター母子保健室
※ 午後からは場所を開放し、お母さん同士の交流の場所とします。
　 （お弁当を持参されても良いです）
※  すこやか相談は、今までどおり実施します。その他、乳幼児健診や予防接種の日程などは、広報しか
おい３月号で配布済みの「健康カレンダー」をご参照ください。

■ お問い合わせは、トリムセンター（☎66-1311）福祉課食育健康推進係までご連絡ください。

日　時：５月22日（火）、９月18日（火）
　　　　受付　午後１時 ～ 午後２時
場　所：鹿追町トリムセンター
対象者：  鹿追町に在住する、生後３ヶ月から９０ヶ月
　　　　に至るまでの間の乳幼児
料　金： 無料
持ち物： 母子手帳
その他： ①  予約は不要です。当日トリムセンターに直接お越しください。
　　　　②  ワクチンはごく少量をスポイトで口に含ませます。
　　　　　 下痢やおう吐しているお子さんは当日接種することができません。
　　　　③  接種当日１カ月以内にＢＣＧ・ＭＲなどの予防接種を受けているお子さん、インフルエン

ザなどのウイルス性の病気にかかったお子さんは安全性やワクチンの効果を考慮し、４週
間以上経過しなければ接種できません。ヒブ・肺炎球菌の予防接種を受けたお子さんは、
１週間以上経過しなければ接種できません。

　　　　④  ワクチン服用後、30分以内に吐き出した場合は再服用になります。

４月から「ポピーの会」は第２木曜日に変更になります
　こんにちは。精神保健ボランティアの「ポピーの会」です。
　月１回の活動ですが、皆さんに支えられ活動を続けています。これ
までは第２金曜日に実施していましたが、平成24年４月からは第２木
曜日に変更になります。
　場所は、これまでと同じ「ほほえみプラザ」です。
　月に一度、一日限りの限定カフェです。皆さんのお越しをお待ちし
ております。
　これからも「お互いさま」の心を持って活動していきますので、よろしくお願いします。

ポリオってどんな病気ですか？
① ポリオは「小児マヒ」とも呼ばれ、手や足にマヒが現れる病気です。
② ポリオウィルスは、人の口の中に入って腸の中で増え、便を介して感染します。

生ポリオワクチンと不活化ポリオワクチンは違うの？
① 生ポリオワクチンは、病原菌を弱めたウィルスが入っています。
② 免疫をつけるのには優れていますが、まれにポリオにかかったときと同じような症状が出ます。
③  不活化ポリオワクチンは、ポリオウィルスを殺し、免疫をつくるのに必要な成分を取り出して
つくったものです。

※  不活化ポリオワクチンは、今年度末に認可される予定です。不活化ポリオワクチンの導入まで
待つとその間に感染する可能性がありますので、今年度対象となるお子さんは生ポリオワクチ
ンの接種を受けましょう。

「フィットネス室」を利用しませんか？
　春を迎え何かと忙しい毎日、皆さんは運動不足になっていません
か？ トリムセンターフィットネス室は、天候に左右されることなく
運動不足を解消できます。
　充実した設備の中で、有酸素運動、筋力運動を自分のペースで行
うことができます。夜間も利用できますので、お仕事帰りに体力づ
くりを行ってみてはいかがでしょうか。運動不足の解消、体力づく
りの強化、ストレス解消などに、ぜひお役立てください。
　町民は無料で利用できます。皆さまのご利用をお待ちしています。

◎利用時間
火曜日～金曜日  …  午前９時 ～ 午後９時
　　　　土曜日  …  午前９時30分 ～ 午後６時（正午～午後１時は閉室）
※日曜、月曜日および祝祭日はお休みとさせていただきます。
※最終入室時間は終了時間の１時間前となっています。
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国民年金
インフォメーション

Information

町民課 戸籍年金窓口係

年金の種別変更手続きをお忘れなく！

○ 国民年金の加入の仕方（種別）は３つに区分されています。

○ 就職・転職・退職・結婚など 生活の変化に合わせて届け出が必要です。
　ご本人や配偶者の就職・転職・退職や結婚などにより国民年金の加入の種別が変わることがあり、
そのたび種別変更等の届け出が必要になります。
　届け出を忘れると、将来受ける年金が減額されたり、病気やケガで障害が残ったときの障害年金、
死亡した場合の遺族年金などを受け取ることができなくなることがあります。
　その都度忘れずに手続きを行いましょう。

　国民年金は、日本にお住まいの20歳から60歳になるまで、すべての方が加入する制度です。

こんなとき 被保険者の種別 届け出先

20歳になったとき 未加入 → 第１号
未加入 → 第３号

役　場（年金機構から届いた取得届が必要です）
配偶者の勤務先

会社を退職したとき 第２号 → 第１号 役　場
（離職日が確認できるものと、年金手帳を持参ください）

結婚や退職で配偶者（第２号被
保険者）の扶養となったとき

第１号 → 第３号
第２号 → 第３号

配偶者の勤務先

配偶者の扶養からはずれたとき 第３号 → 第１号 役　場
（扶養からはずれた日が確認できるものと、年金手帳を持参ください）

配偶者が会社を退職したとき 第３号 → 第１号 役　場
（離職日が確認できるものと、年金手帳を持参ください）

配偶者が会社を変わったとき 第３号 → 第３号 配偶者の新しい勤務先

第１号被保険者 第２号被保険者 第３号被保険者

自営業や学生、自由業、無職の方
など

厚生年金や共済年金に加入してい
る方
（会社員や公務員など）

第２号被保険者に扶養されている
配偶者
（収入が一定額を超えない方）

■ 問い合わせ先
　詳しくは、帯広年金事務所（☎0155-25-8113）または  役場町民課戸籍年金窓口係（☎66-4031  内
線177・178）まで お尋ねください。

平成24年度の国民年金保険料は　月額１４，９８０円です。
　国民年金保険料は、お支払いの方法によってお得な割引があります。
　　　○平成24年４月分～翌年３月分までの一年度分について
　　　　　現金で毎月納付した場合　　 １７９，７６０円 が
　　　　　現金で１年度分を前納すると １７６，５７０円 で  ３，１９０円 のお得！
　※上記の１年度分の前納のほか、６カ月前納などもあります。

通通 

信

お気軽にご相談ください

鹿追町トリムセンター内

地域包括支援センター

居宅介護支援事業所

☎ 66-1311   ℻ 66-1818

高齢者の方が元気でいられるためのお手伝いをします

通通 

信

◇ 地域包括支援センター
保 健 師：  田 中  佳 美
　こんにちは。鹿追町に来て１年がたちました。今年は各地域に出向き、地域包括支
援センターの活動内容についてお話をさせてもらう機会を作っていきたいと思います。
お会いできる日を楽しみにしています。どうぞよろしくお願いします。

◇ 居宅介護支援事業所
ケアマネジャー：  藤 本  寛 之
　皆さんは「ヘルパーを利用したい」「デイサービスを利用したい」と思ったことはあ
りませんか？ また、そういったサービスを利用したいけど、どこに申し込みをしたら
よいか分からないという方は、一度ご相談ください。生活で困っていることを支援さ
せていただきます。

ケアマネジャー：  大 村  佳 美
　私は介護支援専門員の仕事をしています。自宅で生活をして行きたいという方のお
手伝いをさせていただいています。「動くのが大変になってきた」「最近忘れっぽくて…」
など、気になることがあればお気軽に声をかけてください。

皆さん！お元気ですか？
　いよいよ４月ですね。今回は、福祉課で介護相談を担当しているスタッフをご紹介します。
　相談がある方は、下記のスタッフまでお尋ねください。

こんな時は相談を！

介護保険のこと
・ 介護保険では非該当と認定された
が、体力に自信がない。
・介護保険のサービスを利用したい。
・ 要支援と認定されたのでケアプラ
ンを作ってほしい。
・要介護認定の申請を頼みたい。

健康や生活のこと
・足が弱くなっている気がする。
・ 一人で暮らしていて、体調が悪く
家事が負担になってきた。
・ 財産の管理に自信がなくなったが、
頼める人がいない。

親や身近な人のこと
・ 介護に疲れてしまい、認知症の親
に冷たく当たってしまう。
・ 近所の高齢者が家族から虐待を受
けている様子がある。
・ 親の物忘れが多くなってきた。
・ 親が悪質な訪問販売の被害に遭い、
困っている。
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情報ＢＯＸ情報ＢＯＸ

　自衛隊幹部自衛官および幹部候補生を次のと
おり募集します。
●一般・技術幹部候補生
　・応募資格　 平成25年４月１日現在、20歳

以上26歳未満（大学院・修士
課程修了者は28歳未満）

　・試 験 日　１次　５月12日・13日
　　　　　　　２次　 ６月12日～ 15日（いず

れか１日）
●歯科・薬剤科幹部候補生
　・応募資格　 平成25年４月１日現在、20歳

以上30歳未満
　・試 験 日　１次　５月12日・13日
　　　　　　　２次　 ６月12日～ 15日（いず

れか１日）
●医師・歯科医師幹部
　・応募資格　 医師または歯科医師免許を取得

している者
　・試 験 日　5月18日
■受付期間　いずれも平成24年２月１日～４
月27日
■問合せ先　自衛隊帯広募集案内所（帯広市西
５条南14丁目 NCサウスビル　☎・℻0155-23-
8718）まで。
　・自衛隊帯広地方協力本部ホームページ
　　　http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/
　・Ｅメール　bz583852@bz01.plala.or.jp

企画財政課 広報広聴係（☎66-4032）

自衛官を募集します
幹部自衛官 および 幹部候補生

募　　集

鹿追町青少年人材育成研修者の募集

　鹿追町では次代を担う青少年の人材育成のた
めに研修に対する助成事業を行っています。研
修に意欲のある方はぜひご利用ください。
■期　間　平成24年５月～平成25年３月まで
に実施される研修
■助　成　１研修につき総費用の50％以内の
助成。最高限度額は１個人15万円（１団体20
万円）。なお、予算の範囲内にさせていただき
ます。
■資　格　高校生以上40歳以下の町内在住２
年以上の方で、積極的に町内活動を行っている
町民。ただし、職場研修は除きます。
■内　容　研修先は国内外を問いません。
■申込み　４月20日（金）までに、所定の様
式に必要事項を記入して提出してください。用
紙はピュアモルトクラブハウスにあります。
■問合せ　詳しくは、ピュアモルトクラブハウ
スにお問い合わせください。
　☎69-7122  fax69-7126
　Ｅメール puremalt@town.shikaoi.lg.jp

教育委員会 社会教育課 社会教育係（☎69-7122）

募　　集

　町では平成23年４月から平成24年３月まで
の間に機能回復訓練施設および福祉施設などに
児童が入所または通所している場合、児童の通
所にかかる交通費、入所（入寮）児童に対する
保護者の面会に要する交通費並びに精神障害者
の社会復帰のための施設への通所にかかる交通
費の一部を補助する制度を設けています。
　申請の期限が４月までとなっていますので、
制度の詳細や助成を希望される方は、福祉課福
祉町民相談係（☎66-1311）までお問い合わせ
ください。

福祉課 福祉町民相談係（☎ 66-1311）

　  鹿追町心身障害児等通所費補助制度
　  について

お知らせ

平成24年度鹿追町「01農業塾」塾生募集

　21世紀の新たな農業に向かって、次世代を
担う町内の農業青年（女性）たちに誇りと自信
を持った農業後継者になってもらうために「01
農業塾」を開設いたします。
　01農業塾は「一般塾」「移動塾」「人間塾」
のカリキュラムで構成され、農業専門知識だけ
でなく経営者として経済や社会的側面から農業
を学ぶなど幅広く展開していくものです。
■募集期間　平成24年５月７日（月）まで
■問 合 せ　農業振興課産業後継者係（ピュア
モルトクラブハウス内  ☎69-7122）

農業振興課 産業後継者係（☎69-7122)

募　　集

　平成24年３月９日現在までの義援金合計は、
765万4845円となっております。
　また、義援金受付期間が、平成24年９月30
日まで延長されましたので、町民皆さまにお知
らせいたします。
　なお、受付窓口は、鹿追町トリムセンター内
福祉課福祉町民相談係となりますので、引き続
きご協力いただきますようお願いいたします。

福祉課 福祉町民相談係（☎ 66-1311）

　　 東日本大震災義援金受付期間が
　　 延長されました

お知らせ

　平成24年度調理師試験の実施について受験
を希望される方は下記を参照の上、お申し込み
ください。
■試験日時
　８月30日（木）  午後１時30分～午後４時
■試験地
　帯広市（会場は受験票により通知）
■受験資格
　学校教育法第57条に規定する者であり、多
数人に対して飲食物を調理して供与する寄宿
舎、学校、病院などの施設または飲食店営業、
魚介類販売業、そうざい製造業に該当する営業
に平成24年５月25日までに２年以上調理の業
務に従事した者。
■願書提出先
　北海道帯広保健所および各支所
■願書受付期間
　５月14日（月）～５月25日（金）
■受験手数料
　6,700円分の北海道収入印紙により納入する。
（国の収入印紙と間違えないように注意）
■受験願書などの配布
　４月２日（月）から帯広保健所および各支所
で配布予定。
■問合せ先
　北海道帯広保健所 子ども・健康推進課 健康
推進係（☎0155-26-9084）

福祉課 食育健康推進係（☎ 66-1311）

平成24年度調理師試験の実施について

お知らせ

　北海道警察では、平成24年度警察官採用試
験を下記のとおり実施します。
■受付期間　４月２日（月）～ 18日（水）
■１次試験　５月13日（日）
■採用予定人員
  ・Ａ区分（大学卒業）   男子150名、女子30名
  ・Ｂ区分（高校卒業）   男子 30名、女子10名
■問合せ　新得警察署（☎64-0110）、鹿追駐
在所（☎66-2151）、瓜幕駐在所（☎67-2151）

町民課 住民生活係（☎ 66-4031）

警察官採用試験のお知らせ

お知らせ

　総合スポーツセンターアリーナのコートライ
ン塗り替えのため、２日間アリーナを閉鎖いた
します。
　皆さまにはご迷惑をおかけしますがご理解の
ほどお願い申し上げます。
　なお、館内の他設備は平常どおり使用できま
すのでご利用ください。
■閉鎖期間　４月10日(火)・11日(水)
■閉鎖箇所　総合スポーツセンターアリーナ

教育委員会 社会教育課 スポーツ振興係（☎66-3441）

　　  鹿追町総合スポーツセンターの
　　  アリーナ閉鎖について

お知らせ
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　電子機器の中には「レアメタル（希少金属）」と呼ばれる産業界
での流通量、使用量が少なく希少な金属が含まれています。循環型
社会の構築を目指して回収ボックスを役場ロビーに設置しておりま
す。安易に埋立ごみとして排出しないで、リサイクルにご協力をお
願いします。

●使用済み小型家電の主な回収品
　ＣＤ・ＭＤプレーヤー、デジタルカメラ、ビデオカメラ、テレビゲー
ム機、携帯ゲーム機、電卓、カーナビ、カーテレビ、カーオーディオ、
携帯電話、電話機、ファクシミリ、電子手帳、携帯型ラジオ、トラ
ンシーバー、チューナー など

ご存じですか？「小型電子機器」回収ご存じですか？「小型電子機器」回収

 
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
の
お
知
ら
せ

 

福
祉
課 

国
保
介
護
係
（
ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー
内
）　

☎
（
66
）１
３
１
１ 

平
成
24
年
度
の
保
険
料
率
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
２
年
ご
と
に
保
険
料
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
見
直
し
の
年
に
あ
た
る
た
め
、
左
記
の
と
お
り
保
険
料
率
な
ど
が
変

更
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
全
て
の
加
入
者
（
被
保
険
者
）
の
方
に
か
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
率
は
、
世
帯
主
や
加
入
者
（
被
保
険
者
）
の
所
得
に
応
じ
て
、
軽
減

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
の
保
険
料
額
に
つ
い
て
は
、
右
記
の
保
険
料
率
に
基
づ
い
て
算

定
し
、
７
月
に
「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
に
よ
り
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

●平成24･25年度の保険料率について●平成24･25年度の保険料率について
１．均等割１．均等割（被保険者が等しく負担）（被保険者が等しく負担）

２．所得割２．所得割（被保険者の所得に応じて負担）（被保険者の所得に応じて負担）

３．賦課限度額３．賦課限度額（１年間の保険料の上限額）（１年間の保険料の上限額）

●保険料の計算方法（平成24年度）●保険料の計算方法（平成24年度）

均 等 割均 等 割
【１人当たりの額】【１人当たりの額】

47,709円47,709円

所 得 割所 得 割
【本人の所得に応じた額】【本人の所得に応じた額】

（平成23年中の所得－33万円）（平成23年中の所得－33万円）
　　　　　 　   ×１０．６１％　　　　　 　   ×１０．６１％

１年間の保険料１年間の保険料
（100円未満切捨）（100円未満切捨）
（限度額55万円）（限度額55万円）

▽
▽

▽

▽

＋＋

平成22･23年度平成22･23年度

44,192円44,192円

平成22･23年度平成22･23年度

10.28％10.28％

平成22･23年度平成22･23年度

50万円50万円

平成24･25年度平成24･25年度

47,709円47,709円

平成24･25年度平成24･25年度

10.61％10.61％

平成24･25年度平成24･25年度

55万円55万円

４月 のカレンダー
■全校参観日（瓜幕小学校13:05）

■移動図書館車巡回（通明小学校10:10､ 通明保

育所10:35､ 鹿追保育園11:30）

■呼吸器内科診療（国保病院18:00）■道新エッ

セー教室開講式（町民ホール19:00）

■地域公開参観日（笹川小学校13:20）■赤ちゃ

んの日（子育て支援センター 13:30）

■地域公開参観日（鹿追小学校8:50）■地域公開

参観日（上幌内小学校9:35）

■「新世紀の顔･貌･KAO」展（神田日勝記念美

術館10:00）~5/6■「東北芸術工科大学の美術家

たち」展（町民ホール10:00）~5/6

■移動図書館車巡回（鹿追幼稚園ばら組9:55､ 鹿

追小学校1~3年生10:25､ 上幌内保育所12:15､ 上

幌内小学校12:50､もみじの里15:00）■あそびサー

クル（子育て支援センター 10:00）

■移動図書館車巡回（瓜幕保育所10:00､ 瓜幕小

学校10:20､ 笹川保育所10:55､ 鹿追中学校13:10）

■パンジー・ビオラ販売（道の駅しかおい9:00）

~28日■培養土引渡し（役場南側駐車場9:00）

~28日■移動図書館車巡回（鹿追幼稚園すみれ･

たんぽぽ組9:55､ 鹿追小学校4~6年生10:25､ 笹

川小学校13:20､ 瓜幕中学校14:45､ 瓜幕団地

15:10､ 瓜幕支所15:30）■パールスカイライン開

通（10:30）■はじめましての日（子育て支援セ

ンター 13:30）

■休日一時保育（子育て支援センター 9:00）

■休日一時保育（子育て支援センター 9:00）

■鹿追町開町92年記念式典（町民ホール10:00）

■呼吸器内科診療（国保病院18:00）

■鹿追保育園入園式（鹿追保育園9:30）■通明保

育所入所式（通明保育所10:30）■瓜幕保育所入

所式（瓜幕保育所入所式11:30）

■笹川保育所入所式（笹川保育所10:00）■上幌

内保育所入所式（上幌内保育所11:00）

■入学式（瓜幕小学校9:00､ 鹿追中学校9:15､ 通

明小学校9:15､ 瓜幕中学校10:30､ 鹿追小学校

10:30､ 笹川小学校10:30､ 上幌内小学校11:00､

鹿追高校13:00）

■おひざだいすき!!（6カ月児対象）（トリムセン

ター 9:30）■鹿追幼稚園入園式（鹿追幼稚園

10:00）■やさしいエッセー教室開級式（町民ホー

ル19:00）

■移動図書館車巡回（鹿追幼稚園ばら組9:55､ 鹿

追小学校1~3年生10:25､ 上幌内保育所12:15､ 上

幌内小学校12:50､ もみじの里15:00）

■移動図書館車巡回（瓜幕保育所10:00､ 瓜幕小

学校10:20､ 笹川保育所10:55､ 鹿追中学校13:10）

■移動図書館車巡回（鹿追幼稚園すみれ･たんぽ

ぽ組9:55､ 鹿追小学校4~6年生10:25､ 笹川小学

校13:20､ 瓜幕中学校14:45､ 瓜幕団地15:10､ 瓜

幕支所15:30）

■循環器内科診療（国保病院9:00）■地域公開参

観日（鹿追中学校12:50）■第１回授業参観日（瓜

幕中学校13:05）

16（月）

17（火）

18（水）

19（木）

20（金）

21（土）

22（日）

23（月）

24（火）

25（水）

26（木）

27（金）

28（土）

29（日）

30（月）

１（日）

２（月）

３（火）

４（水）

５（木）

６（金）

７（土）

８（日）

９（月）

10（火）

11（水）

12（木）

13（金）

14（土）

15（日）

役場庁舎（☎ 66-2311）
● 戸籍住民窓口時間延長 … 水曜日 19：00まで（予約制）

国保病院（☎ 66-2031）
● 小児科診療  …  水曜日 13：30 ～ 16：00
● 夜 間 診 療  …  第1 ～ 4木曜日 18：00 ～ 19：30
● 脳神経内科診療 … 第２月曜日 14：00 ～ 16：00
● 眼 科 診 療  …  第２・４木曜日 18：00 ～ 19：30
● 循環器内科診療  …  第２土曜日 9：00 ～ 12：00
●  救 急 診 療  …  毎日、いつでも対応します。事前にご連絡ください。
● BCG予防接種  …  第２火曜日 15：00 ～ 16：00
● MR・3種混合予防接種  …  水曜日 13：30 ～ 15：00
● 泌尿器内科診療  …  第１火曜日 13：30 ～ 16：00
● 呼吸器科診療  …  第１・３木曜日 18：30 ～ 19：30

トリムセンター （☎ 66-1311）
●  トリムセンターでの健康相談  …  木曜日 8：30 ～ 17：15（祝
日は休み）、上記以外は事前にご連絡ください。

● エアロビクス教室  …  木曜日 19：10
● ライトエアロビクス教室  …  火曜日 10：30
●  母子手帳・妊婦一般健康診査受診票発行  …  事前にご連絡く
ださい。

● 巡回型健康教室車両一般開放  …  第1木曜日 10：00 ～ 16：00

図書館（☎ 69-7170）
● 開館時間延長  …  金曜日 19：00まで
● おはなし会  …  第１・３水曜日 10：30
● おはなしどんどん  …  第2・4土曜日 10：00・14：00

●担当者からひとこと　　間違えないでください「対象外の製品」　
　エアコン、テレビ（ブラウン管、液晶・プラズマ）、 冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類
乾燥機は「家電リサイクル法対象品目」です。販売店か回収業者にご相談ください。ま
た、パソコンは製造メーカーによって回収されます。
※ 本体、ディスプレイが別々のメーカー製の場合は、それぞれのメーカーに申込みが必
要です。詳しくはパソコン３R推進協議会ホームページを。（「PC3R」で検索）
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れ
の
す
ぐ
脇
は
い
ち
早

く
地
面
が
顔
を
出
し
、
そ
こ
に
は

フ
キ
ノ
ト
ウ
の
蕾
つ
ぼ
み
が
ち
ょ
こ
ん
と

腰
を
下
ろ
し
て
い
ま
す
。
じ
き
に

開
花
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
寒
い

日
が
戻
っ
て
く
る
季
節
で
す
か
ら

雪
が
降
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
、
せ

っ
か
く
開
い
た
花
が
再
び
雪
の
下

な
ん
て
こ
と
も
。

　

河
畔
林
の
ヤ
ナ
ギ
の
雄
花
も
こ

れ
か
ら
開
花
だ
と
い
う
の
に
雪
を

被
っ
て
一
旦
休
止
。
ま
た
暖
か
く

な
る
の
を
待
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

４
月
中
は
雪
化
粧
と
わ
ず
か
な

春
の
香
り
が
目
ま
ぐ
る
し
く
入
れ

替
わ
る
季
節
で
す
。

湖
の
大
半
が
い
ま
だ
氷
に
閉

ざ
さ
れ
て
い
る
５
月
上
旬
。

森
の
あ
ち
こ
ち
で
地
面
が
現
れ
て

き
ま
す
。

　

森
の
中
は
春
特
有
の
「
土
」
の

香
り
が
漂
い
、
そ
れ
は
同
時
に
森

の
植
物
た
ち
の
目
覚
め
を
表
し
、

中
旬
ご
ろ
に
は
湖
周
辺
や
森
の
中
、

白
樺
峠
は
徐
々
に
花
の
色
に
包
ま

れ
て
い
き
ま
す
。
白
樺
峠
は
、
冬

は
風
が
非
常
に
強
く
降
っ
た
雪
は

吹
き
飛
ば
さ
れ
積
雪
が
少
な
い
。

そ
の
た
め
笹
は
膝
丈
く
ら
い
ま
で

し
か
な
い
所
も
あ
り
、
そ
こ
に
咲

い
て
い
る
の
が
「
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

バ
カ
マ
」
で
す
。

　

高
さ
は
く
る
ぶ
し
ほ
ど
で
淡
い

紫
色
。
笹
の
下
に
隠
れ
が
ち
で
よ

く
見
な
い
と
見
過
ご
し
て
し
ま
い

そ
う
な
く
ら
い
控
え
め
な
花
で
す

が
、
ぜ
ひ
白
樺
峠
に
車
を
停
め
て

探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
白
樺
峠

か
ら
然
別
湖
へ
下
る
途
中
に
は「
エ

ゾ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ
」
の
鮮
や
か

な
紅
紫
の
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

　

然
別
湖
畔
に
も
多
く
あ
り
、
氷

が
全
て
溶
け
る
こ
の
時
期
は
カ
ヌ

ー
に
乗
っ
て
湖
上
か
ら
岸
の
花
を

見
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　

５
月
下
旬
と
も
な
れ
ば
、
赤
や

白
、
黄
色
に
青
と
さ
ま
ざ
ま
な
色

の
花
が
森
に
彩
り
を
加
え
ま
す
。

が
、
そ
の
多
く
は
足
元
に
咲
く
小

さ
な
花
で
す
。

初
夏
の
太
陽
照
り
つ
け
る
６

月
に
な
る
と
木
々
は
一
斉

に
葉
を
広
げ
、
背
の
高
い
草
た
ち

が
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
て
き
ま
す
。

　

新
緑
に
森
が
包
ま
れ
る
前
の
わ

ず
か
な
時
間
に
咲
く
花
た
ち
を「
ス

プ
リ
ン
グ
・
エ
フ
ェ
メ
ラ
ル
」
と

呼
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
エ
フ
ェ

メ
ラ
ル
と
は
「
は
か
な
い
」「
短
命

な
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
ス
プ

リ
ン
グ
・
エ
フ
ェ
メ
ラ
ル
は
「
春

の
妖
精
」
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

可か
れ
ん憐

で
美
し
い
の
も
特
徴
で
す
。

ま
た
虫
の
少
な
い
こ
の
時
期
に
、

効
率
よ
く
受
粉
が
で
き
る
よ
う
に

虫
の
注
目
を
集
め
る
た
め
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

健け
な
げ気
に
見
え
る
ス
プ
リ
ン
グ
・

エ
フ
ェ
メ
ラ
ル
で
す
が
、
生
き
残

っ
て
い
く
た
め
に
た
く
ま
し
い
一

面
も
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
残
る
雪
を
踏
み

進
ん
で
東
雲
湖
に
行
く
と
、
ガ
レ

場
に
咲
い
て
い
る
の
が
「
ガ
ン
コ

ウ
ラ
ン
」。
高
さ
が
10
㎝
ほ
ど
で
、

お
よ
そ
コ
ケ
く
ら
い
に
し
か
見
え

な
い
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
で
す
が
常
緑

の
小
低
木
。
こ
れ
ま
た
小
さ
い
紅

い
花
は
見
逃
し
や
す
い
で
す
。

厳
し
く
長
い
冬
の
間
、
雪
の

下
で
じ
っ
と
堪
え
忍
ん
で

き
た
花
た
ち
は
、
束
の
間
の
春
に

力
一
杯
咲
い
て
い
ま
す
。
春
の
薫

り
漂
い
春
の
色
が
散
り
ば
め
ら
れ

た
森
を
歩
け
ば
、
冬
の
間
縮
こ
ま

っ
て
い
た
体
も
シ
ャ
キ
ー
ン
と
伸

び
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ガンコウラン

ショウジョウバカマ

春
の
は
か
な
い
命

〜 

雪
解
け
と
共
に
現
れ
る
妖
精
た
ち 

〜

「超光速ニュートリノと

　　　　タイムマシン」

竹内　薫／著

“光より速い物質が存在す
る！”全世界を驚かせたこ
のニュース。「超光速ニュー
トリノ？」「それがどうす
ごいの？」という人に、超光速の真偽からタイム
マシンの可能性まで、「へ～、なるほどね！」に
してくれます。　　　　　　　　　（Ｋ･Ｏさん）

「はかばへいく

　　　　　むすめ」

　　にへいたもつ／文
　　　　川端理絵／絵

　ブルッと震える怖い日本の民話の紙芝居です。
お金持ちの長者の娘「おはつ」の婿

むこ

を探すことに
なりましたが、集まった若者はみんな逃げ出して
しまいます。勇気のある「ゆうきち」は墓場へ行
く「おはつ」の後をつけますが…。

▼
新
刊
案
内
▲

一般教養書

一般文芸書

文庫・新書

絵本・児童書

私の好きな本

■ この他にも新刊を用意しています。ぜひご来館ください。

図書館員のオススメ

下り坂では後ろ向きに　　　　　　／丘沢静也
超（スーパー）小学生　　　　　　／太田あや
引頭佐知さんのだしとり教室　　　／引頭佐知
猫語の教科書　　　　　　　　　　／野澤延行

幻想即興曲　　　　　　　　　　　／西澤保彦
あなたの本　　　　　　　　　　　／誉田哲也
気分上々　　　　　　　　　　　　／森　絵都
残念な日々　　／ディミトリ・フェルフルスト

赤穂バイパス線の死角（C・NOVELS）　
　　　　　　　　　　　　　　　／西村京太郎
死ぬことを学ぶ（新潮新書）　　　／福田和也
作家の放課後（新潮文庫）
　　　　　　　　　　／「yom yom」編集部
銀の森のパット（角川文庫）　　／モンゴメリ

超訳種の起源　　　／チャールズ・ダーウィン
はるかなるアフガニスタン
　　　　　　　　／アンドリュー・クレメンツ
あしたもね　　　　　　　　　　　／武鹿悦子
ふたごのもうふ　　　　　　／ヘウォン・ユン

～ おはなし会 ～

　図書館ボランティア「もみじ」さんによる
おはなし会は、当日まで何を見せてくれるか
わかりません。紙芝居だったり絵本だったり。
　いつも楽しい30分にしてくれています。ぜ
ひ、小さなお子さんとご一緒に、春休み中に
は小学生のお友だちも、カウンター横「絵本
の部屋」に遊びにきてください。

＜毎月第１･３水曜日　10時30分 ～ 11時＞
■ ４月の予定：４日（水）・18日（水）

　おはなしどんどんは、おはなし会ともまた
少し違い、来てくれた方がお話を選びます。
　自分の好きな絵本や、読みたかった絵本、
読んでみたいけど漢字がある絵本、それに紙
芝居でもＯＫです！そのリクエストにお応え
して、図書館職員が読ませていただきます。
こちらも絵本の部屋で行っていますので、遊
びに来てください。

＜毎月第２･４土曜日
　　　　　10時 ～ 11時、14時 ～ 15時＞
■ ４月の予定：14日（土）・28日（土）

～ おはなしどんどん ～
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□ 家庭での学習の状況（1日当たり1時間以上勉強すると回答した児童生徒の割合）
　  全道と比べ、小学校（32.2ポイント）で9.6ポイント、中学校（51ポイント）で12.9ポイント低いという結
果でした。

□  学校の宿題の実施状況（家で学校の宿題をしていますかという問いに対し、「している」「どちらかといえば
している」と回答した児童生徒の割合）

　  全道と比べ、小学校（82.3ポイント）で7ポイント、中学校（70.2ポイント）で7.9ポイント低いという結
果でした。

※  各学校では、結果の分析を行い、「学校改善プラン」に今後の具体策を位置付け、学力向上に向けた取り
組みを進めていきます。

小中高一貫教育
教育委員会 学校教育課  ☎66-2646学

生涯学習情報
び

平成23年度全国学力・学習状況調査結果の概要
～北海道・鹿追町の調査結果のポイントについて～

　各学校が、児童生徒の学力や学習状況を把握し、児童生徒への教育指導や学習状況の改善に役立てるとと
もに、学校自らが教育及び教育施策の成果と課題を把握し、その改善を図るために、平成23年９月27日に、
「全国学力・学習状況調査」が実施されました。
　調査の対象学年や調査の内容は、以下のとおりです。

□対象学年　　小学校６年生、中学校３年生
□調査内容　　①教科に関する調査（国語、算数・数学）
　　　　　　　　・主として「知識」に関する問題[国語Ａ、算数Ａ・数学Ａ]
　　　　　　　　・主として「活用」に関する問題[国語Ｂ、算数Ｂ・数学Ｂ]
　　　　　　　②生活習慣や学習環境に関する質問紙調査
　　　　　　　　・児童生徒に対する調査　　・学校に対する調査

平成23年度全国学力・学習状況調査の概要

鹿追町教育委員会

＜全道と比較し、正答率が特に高かった問題＞
〇  小学校の国語は、詩の情景を叙述を基に想像しながら読んだり、相手や目的に応じて敬体と常
体との違いに注意して書いたりする問題で正答率が高い。

〇  小学校の算数は、引き算とかけ算の混合計算や（　）を用いた整数の計算、棒グラフの読み取
りの問題、基になる数値の何倍かを求める問題で正答率が高い。

〇  中学校の国語は、文章に合う図表を選択したり、文章を目的に応じて適切に直したりする問題、
漢字の楷書と行書との違いを理解して書いたり、文章にふさわしい語句を書いたりする問題、
また、文章の段落の関係を理解し内容を正確にとらえる問題で正答率が高い。

〇  中学校の数学は、絶対値の問題や小数を含む一元一次方程式を解く問題、数量の変化を正確に
表しているグラフを選択する問題で正答率が高い。

◯  国語Ａは、漢字を正しく読んだり書いたりする
力を高めるために、繰り返し学習の工夫を図る。
また、文の結びつきを考え適切な言葉を選択す
る問題や、目的や意図に応じ適切に書く力を高
めるために、文章の役割や意味を考えながら接
続の関係を整えたり、目的や意図に応じて分か
りやすく書いたりする学習の充実を図る。

◯  算数Ａは、はかりの目盛を読んだり、平行四辺
形の面積を求める、また、割合の関係を理解す
る力を高めるために、筋道を立てて考えたり、
下学年における小数や分数の学習、「基準とする
量」と「比較する量」の関係を理解する学習の
充実を図る。

◯  国語Ａは、漢字を正しく読んだり書いたりする
力を高めるために、繰り返し学習の工夫（文脈
に即し正しい漢字を書く）を図る。また、話し
合いの方向をとらえた的確な発言をする力を高
めるために、他者の考えや意見を判断しながら
的確に発言する学習の充実を図る。

◯  数学Ａは、平行四辺形になるための条件を選ん
だり、反比例や中央値の意味を考えたりする力
を高めるために、図形の概念理解や量の変化を
考える学習の充実を図る。

◯  国語Ｂは、話し手の意見と理由をまとめ
たり、自分の考えを効果的に書いたり、
伝記を読み比べて読み取ったり、考えを
深めたりする力を高めるために、書いて
まとめる活動や「文章中の言葉を使って」
書く活動を位置付けるなど、条件に応じ
て書く学習の充実を図る。

◯  算数Ｂは、長方形の紙を折ってできた四
角形や２つの量（小数）の関係の意味を
記述する力を高めるために、筋道を立て
て考え表現し、他者の考えと比較・検討
して記述する学習の充実を図る。

◯  国語Ｂは、自分の考えを既存の情報や今
までの体験、読書の経験を基に書く力を
高めるために、字数や用いる語句などを
吟味し、条件に応じて書く学習の充実を
図る。

◯  数学Ｂは、資料から読み取った情報の判
断理由や新たな性質を理解する力を高め
るために、資料から必要な情報を正確に
読み取り、数理的に考える学習の充実を
図る。

●● 教科に関する調査結果全道平均との比較 ●●（今年度は全国平均が出ておりません）

◆◆ 児童生徒に対する調査（児童生徒質問紙）より ◆◆

◆◆ 成果と今後の取り組みについて ◆◆

こ
ん
な
学
習
の
充
実
を
（
小
学
校
）

こ
ん
な
学
習
の
充
実
を
（
中
学
校
）

成　
　
　
　

果

国語Ａ、国語Ｂともに、ほぼ全道平均と同様
の結果でした。国語Ａ、国語Ｂともに、一
部の設問における正答率が低く、今後これ
らの課題を克服する必要があります。

国語Ａ 国語Ｂ

数学Ａ、数学Ｂともに、ほぼ全道平均と同様
の結果でした。数学Ａ、数学Ｂともに、一
部の設問における正答率が低く、今後これ
らの課題を克服する必要があります。

数学Ａ 数学Ｂ

国語Ａ、国語Ｂとも、設問により正答率の
差があり、平均点が低くなっています。特に、
国語Ｂに課題が見られ、今後知識を活用す
る力を育成していく必要があります。

国語Ａ 国語Ｂ

算数Ａ、算数Ｂともに、国語同様設問により
正答率の差があり、平均点が低くなっていま
す。特に、算数Ｂに課題が見られ、今後知識
を活用する力を育成していく必要があります。

算数Ａ 算数Ｂ
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善
意

　
　
　
　

  

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
敬
称
略
）

■
金
銭
預
託

▽
町
へ

・
土
井
清
夫　
　
　
　
　
　

  

＝
１
０
０
万
円

　

２
月
16
日
、
帯
広
市
西
１
条
南
27
丁
目
に

お
住
ま
い
の
土
井
清
夫
さ
ん
か
ら
「
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
」
と
１
０
０
万
円
の
ご
寄
付

を
頂
き
ま
し
た
。
町
で
は
ご
厚
志
に
感
謝
し
、

趣
旨
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
物
品
等

▽
福
祉
団
体
等
へ

・
小
野
寺
正
男　
　
　
　
　

  

＝
リ
ン
グ
プ
ル

・
笹
川
女
性
部　
　
　

  

＝
古
切
手
８
８
９
枚

・
金
須
か
よ
子　
　

  

＝
古
切
手
１
８
１
９
枚

・
役
場
瓜
幕
支
所　
　
　
　

  

＝
リ
ン
グ
プ
ル

・
那
賀
島
由
紀
子　
　
　
　

  

＝
リ
ン
グ
プ
ル

・
神
田
日
勝
記
念
美
術
館 

＝
古
切
手
８
５
４
枚

今
月
の
表
紙

　

表
紙
の
写
真
は
、
３
月
10
日
に
町
民
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た「
平
成
23
年
度
鹿
追
町
ス
ポ
ー

ツ
賞
等
並
び
に
青
少
年
文
化
賞
等
表
彰
式
」

の
様
子
で
す
。

　

多
く
の
関
係
者
が
出
席
す
る
中
、
今
ま
で

の
努
力
や
日
々
の
学
習
の
成
果
が
た
た
え
ら

れ
、
受
賞
者
一
人
一
人
に
表
彰
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

町民課  戸籍年金窓口係

戸籍の　　　口

２ 月 分

結 いついつまでも
　　おしあわせに

髙橋　信夫さん　＝　髙田　真優さん

中川　祐介さん　＝　王　　亭恵さん

櫻井健一郎さん　＝　平田　瑠衣さん

大野　浩史さん　＝　早川　里枝さん

婚

出 こんにちは
　　よろしく

市川　はなちゃん　太郎　 笹川町内班

神品　朱
あかね

希ちゃん　秀雄　 新緑陽区

西村　　紬
つむぎ

ちゃん　  弦　   銀座区

上嶋　英
えいた

太くん　　一隆　 新生２区

内田　幸
こうき

輝くん　　優子　 笹川北班

梅木　杏
あんじ

治くん　　  薫　   平和区

生

死 ごめいふくを
　　お祈りします

大平　サクさん　87歳　 笹川富士班

森末田鶴恵さん　85歳　 新緑区

上村　時江さん　78歳　 新和区

亡

窓

お名前が旧字体などの場合、常用漢字で記載させて
いただく場合がありますのでご了承ください。

人  の  う  ご  き
　　　　　　　　　　  ２月末現在
　　　　　　　　　　  （対前月比）

　世　帯　　2,428戸  （－ 2）
　人　口　　5,652人  （－ 3）
　　男　　　2,780人  （± 0）
　　女　　　2,872人  （－ 3）

エ
ッ
セ
イ

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
く
一
年
を
迎
え
る
。
原
子
力
発
電
所
事
故

に
よ
る
放
射
能
漏
れ
は
、ま
だ
完
全
に
抑
え
き
れ
て
い
な
い
。
住
居
を
失
っ

た
人
々
は
仮
説
住
宅
住
ま
い
で
立
春
を
迎
え
た
が
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
寒

さ
は
続
い
て
い
る
。
何
よ
り
も
優
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
、
被
災

者
の
安
定
し
た
生
活
の
確
保
と
、
原
発
事
故
後
の
完
全
抑
制
で
あ
ろ
う
。

　

全
国
的
に
電
力
は
不
足
傾
向
に
あ
り
、
節
電
が
声
高
に
叫
ば
れ
て
い
る

と
き
、
納
得
の
出
来
な
い
こ
と
が
再
び
動
き
出
し
た
。
そ
れ
は
、
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
を
つ
け
て
売
り
だ
し
た
エ
コ
カ
ー
の
宣
伝
で
あ
る
。
ガ
ソ
リ
ン
を

節
約
し
て
電
力
で
走
る
新
型
車
が
、
カ
ラ
ー
写
真
入
り
で
新
聞
等
に
大
き

く
載
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
の
性
能
は
、
一
度
の
充
電
で
札
幌
ま
で
の

距
離
も
走
ら
れ
な
い
ら
し
い
。
な
ぜ
か
。
そ
こ
ま
で
の
容
量
の
あ
る
蓄
電

池
が
開
発
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。

　

先
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
時
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
巨
額
の
税
金
を

投
入
し
て
の
大
売
出
し
で
大
儲
け
を
し
た
の
は
メ
ー
カ
ー
だ
っ
た
。
そ
こ

に
働
く
非
正
規
社
員
の
賃
金
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
逆
に
一
般
庶
民
の
懐

は
、
ブ
ー
ム
に
乗
せ
ら
れ
た
高
価
な
買
い
物
の
、
月
賦
代
金
で
苦
し
く
な
っ

た
だ
け
で
あ
る
。

　

「
○
○
無
く
し
て
○
○
な
し
」「
不
転
退
の
決
意
を
も
っ
て
…
」
と
の
言

葉
を
聞
く
が
な
ん
と
虚
し
い
こ
と
か
。
何
事
も
思
い
通
り
に
行
か
な
い
も

の
と
は
理
解
で
き
る
が
素
人
で
は
な
い
、
す
べ
て
の
面
で
責
任
あ
る
人
の

発
言
で
あ
る
。
も
っ
と
緊
急
を
要
す
る
も
の
か
ら
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

被
災
地
の
除
染
、
瓦
礫
処
理
、
さ
ら
に
は
大
雪
災
害
の
こ
と
等
。

　

エ
コ
エ
コ
エ
コ
な
ど
と
騒
い
で
い
る
時
で
は
な
い
と
思
う
が
。

何
か
変
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲
町
一
丁
目　
　

髙
野　

薫

い
つ
も
い
つ
も
あ
な
た
か
ら
も
ら
う
優
し
さ
よ

　
　
　
　
　
　

瞳
の
奥
の
奥
を
覗
き
た
い　
　
　
　
　
　
　

尾
上
ひ
と
み

雪
解
け
も
日
増
し
に
進
み
春
近
し

　
　
　
　
　
　

体
も
軽
や
か
心
も
う
き
う
き　
　
　
　
　
　

西
垣
恵
美
子

夢
で
み
る
春
の
風
景
目
覚
め
れ
ば

　
　
　
　
　
　

窓
の
向
こ
う
は
雪
景
色
な
り　
　
　

 　
　

  

佐
藤　

悦
子

う
す
き
黄
の
み
じ
か
き
命
か
た
む
け
て

　
　
　
　
　
　

や
っ
と
咲
き
し
に
入
り
日
射
し
い
る　
　
　

五
十
嵐
利
子

短
歌
会
詠
草

号
令
を
聞
き
犬
橇
の
ダ
ッ
シ
ュ
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
ま
さ
し

キ
ャ
ン
ド
ル
の
揺
れ
る
街
角
冴
返
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

夏
美

大
声
に
無
病
息
災
豆
を
撒
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤
千
保
子　

地
吹
雪
の
一
夜
は
夢
か
朝
日
燦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
上　

加
代

四
季
の
会

春
よ
来
い
昭
和
一
桁
レ
ッ
ツ
ゴ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
野
か
お
る

還
歴
を
越
え
て
な
お
美は

し
立
ち
雛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

埴
渕　

洋
子

昭
和
と
は
耐
え
た
憶
い
出
春
が
来
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

末
子

は
る
か
住
む
娘
の
幸
祈
る
雛

ひ
い
な

の
灯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
ゆ
た
か

鹿
笛
吟
社

34

風
さ
そ
う
ま
だ
固
結
び
猫
柳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

誠
子

椿
恋
う
出
会
い
希
な
る
北
の
婆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
松
ア
キ
子

晴
れ
た
日
の
川
辺
の
柳
に
逢
い
に
行
く　
　
　
　
　
　
　
　

寺
井　

政
子

白
寿
大
学
俳
句

あなたの声をまちづくりに！
～ やまびこメール ～

ご意見・ご要望をお寄せください

　皆さんがまちづくりに対して、日ごろ感じていること（提

言・要望など）をお寄せください。すべてのメッセージは

町長が開封します。

　なお、記名のものにはその趣旨を確認することもできま

すが、匿名メールには確認や回答することができません。

貴重な声として今後の町づくりに生かしてまいります。

　寄せられたメールの一部は「広報しかおい」で紹介させ

ていただきますが、年齢・性別のみの掲載とします。

■ 広報で原則的に紹介しない事例

　１. 匿名のもの　２. 個人的問い合わせ　３. 誹謗・中傷

　４. 公共性の薄いもの　など

■「やまびこ」メールの送り先

　郵　  便　 定期的に広報しかおいに折り込まれる用紙に
記入し、投函してください。

　Ｆ Ａ Ｘ　FAX番号 0156- 66-1020
　メ ー ル　 町ホームページのリニューアルにより、同ホー

ムページ上から送信できるようになりました。

企画財政課 広報広聴係

広報しかおい04月号.indd   34-35 12.3.28   10:21:09 PM



広
報
し
か
お
い　
　
　
　

４
月
号

平
成
24
年
３
月
25
日
（
毎
月
１
回
25
日
発
行
）

●
発
行
／
鹿
追
町
役
場  

●
編
集
／
企
画
財
政
課
広
報
広
聴
係

N
u

m
b

er.6
9

3
  2

0
1

2

TOWN  OF  SHIKAOI

〒081-0292
北海道河東郡鹿追町東町1丁目15番地1
　☎ 0156-66-2311　FAX 0156-66-1020
【鹿追町ホームページ】　http://www.town.shikaoi.lg.jp/

鹿 追 町 役 場

鬼が登場！「ももたろう」
２月18日　人形劇団「パセリ座」公演

小さなダンサー 元気に踊る
２月26日　第26回瓜幕地域芸能発表会

秘めた才能・技術がずらり 地域の文化祭
２月19日　第13回中鹿追作品展示会

絵はがきの周りを自然素材で飾り付け
２月18日　アート・キッズ・クラブ

ノリノリの演奏と踊り 観客も盛り上がる
２月18日　鹿追小学校スクールバンド定期演奏会
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